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MEMES HS SPREE O BERS, AIL RO HG EIS DL ARO T, BSA 
OR BBR BER Ze WEE Lod te Oo BE LYRWSSROINT & 2 USHA BAIS 
LS CHEK BEI HS, AO WUE AC (dM OHS SB Me BL, 
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(S40 6 GED CHE AMIE PE ehh Hs US Ab HO TERT L MLO CHET BK 
な る 一 工程 を な す に EO, Hansen’ を その他 諸氏 の 重要 な る ER LS 
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1) Hansen, Bull, A, I. M. E,, No. 152, hee 1919, 
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行 ひ , UAT ZnO & ZnSO, の 形 に な す , MOB MAMDD Bais, Wes E 
BRE IME OC 2858 OF E ROBB PC IMME する 他 種 金属 の 硫化 物 , Bh 
WtCELO A PRS SEOUL UT, HARB IIE TS 硫黄 の 全 唆 を Are 
する が RAC, IOC FLOP FT 3 CHEB, ASC GEIC IA CIS ETO 
ZnSO』 分 解 せ ず に 存在 する 事 を 希望 する と 同時 に , UME e FT -S MLS 
媒 と し て 使用 する 酸 液 に 不溶 解 な る 亜 鑑 分 の 増加 する を 以 て , 努め て 低温 
類焼 を 行 ひ , 650°C ゃ 其 標 準 温度 と する を LAT, 余 等 の 研究 に 於 て は 650°, 
750°C, 及 850° じ の 3 温度 を 限 9 て 類焼 する 事 と せり , REI PS CAS 
る 酸 に 不溶 解 性 の 亜人 鈴 分 は , ZnFe。O4。 な る 鐵 酸 亜鉛 や 主 と し , そ の 他 2Zn0- 
Fe,O3 (£4 ZnO - Fe,Og な る MGSO PERT RH PC UT, I OBR AE BS ic BK 
き て は , Kohlmeyer, Ebelmen, Gorgen, Ingalls, Wells, $mig@RU ATE z 
の 他 の 人 々 の 研究 あり , CREPES HA Th OR ORM Y > 2 — L, BOI 
TRO PRI TBAES SIRI RAG CS 現象 も 表 OS を以て , ENRFOMRISE 
fol FEE & CHIS FICE る も の な る か を 確 め む が 多め に , 研究 の 最高 温 
度 を 850C に せ の 0。 
次 凸 鉛 左 に 障 作 する 諸 硫 化物 の 個々 の も の を 酸化 諸 焼 す る 際 に 表 る ゝ TH 
象 及び 混在 する 場合 に 表 る 現象 に 競 き て は BR (OER AT 
FAKE E AWBED O, 余 等 は 此 の 結果 を 用 ひ , WICMAZ D&D » ee 
焼 進 行 の 過程 に 就き て 研究 せ ざ る 事 に せめ り 。 又 確 粒 の 大 さ が 如 何 な る 効果 
を 時 する か を 決定 せ む が 急 め に , 40~60 B fii, 80~110 F aii 200 BLL 
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O) 3 種 に 司 別 し 測定 を 行 ひ た め 。 

溶媒 液 は 水 及 び 硫 酸 含 有 量 それ ぞ れ 12, 5% Be 1523 の 稀 硫 酸 を 選べ の, 
放し 普通 に 工業 上 に 使用 する は 5 乃至 12% 硫酸 含有 の も の な る を 以 て な 
), LARUE BN 税 硫 酸 に は 溶解 せ ざ る も, 濃 硫 酸 に は 溶 く る が 政 に 15% o 
硫酸 液 に は 械 何 の 量 まで 溶解 する も の な りや を 見 む が 急 め に 使用 し た る も 
の な ム 6。 

抽出 時 間 は 抽出 量 に 開 係 ある 可 き は Nee tee & 8, BORAT Ban OH 
焼 左 中 の 亜 負 は 極め て 迅速 に 溶解 する を 以 て , 2 時 間 と 定め , この 間 に 深 解 
し た る 草 を 以 て 抽出 牽 を 求め た 0。 

連 験 に 使用 し た る 試料 は 穴澤 産 肉 証 第 確 の 比較 的 純粋 な ぁ も の を 手 選 し 
た る も の に し て, KODE RIEAKOM Lc 

Zn=65.30%, Fe=1.82%, S==32.56%, Si0.=0.32% 

要する に 本 研究 の 目的 は 類焼 温度 , PRENSA], DRALO A 3, 溶媒 の 成分 , 抽 
出 時 間 と の 闘 係 を 工業 的 に 研究 し , 克 も 抽出 卒 を 高め , 経 義 的 に 抽出 を 施行 
し 得る 最適 の 條 件 を 決定 する に あり 。 FED HBA AIRE ZEB DN at BE NS HS 
て で て 試験 し , 蘭 炊 複雑 な る 組成 有する 磯 石 慮 理 の 一 階 杉 と し て 施行 し た る 

FED HERTS Oo 
. £ 験 の 方法 

試料 と し て は 先 づ 出来 る 丈 び 純度 の 高 きも の を 手 選 し , 砕 粉 機 に て 砕き 
た る 後 ち ,40~60 Hi, 80~110 BAR 200 BALE に fie L, AA BY BAS 
60 Keo, 2% 35> UT RE 8 MID PREM = 20 Fo aE PIO, FO oe 
2e (8 FA) UC BEE 22 HEAT FT 0 FE OUR MEO ThE 400°C (= SRS ORE RUE] 2 EO 
た る 類焼 皿 SIR LICRORE CES REE AICHE, MORE LMA 
SEVAORME &-RY LU ACKOK O, HUMIRA AVE F SIC, WOKE 
よめ て て 直 熱 せら る る MEWS, HASEA LO & 常に 高温 な り し を 以 て な 
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9 。 AREER AGILE BC の 割合 に 温度 上昇 せしめ , 30 5p REC BL 2 HE 
押せ め 。 粘 内 に 於 ける 温度 は 白金 及 白 人 金 コ デー ム の 高温 計 に て 不断 に 測定 
し , 最大 の 注意 に より て 希望 條 件 に 保つ に つと め た り 。 

AIRE O BBS IL TOME bk OT る も の に し て , 温度 の 調節 に は 非 
常 の 苦心 を 要 し た る を 以 て , 光 報 の マー マタ イト CMS COMBS A 
抗 嬉 に よる 事 と せ 0。 

か く て 試料 の 温度 が 希望 する 庄 焼 温度 に 到達 せる 時 , 党 該 温度 に を それ ぞ 
tr 100 分 , 260 分 及 560 分 間 保 ち て 類焼 を 行 ひ , Ze HAH OH UT 人 冷却 
せり 。 本 視 験 に 搾 用 し た る 類焼 温度 は , 650°, 750" 及 85 や °C の 3 通り 25, A 
験 中 温度 は つと め て 規定 温度 に 保ち た る も, MOVPE bf 5~10° の 範 園内 に 
て 温度 移動 し た る は 民 け が た き と こ ろ と す , HPI SARIS, HK 
に て 冷却 を 防ぎ つ ゝ 自由 に 宏 気 を 流通 せしめ , CHER OA BRET 
GR 

か くし て 一 定 の 條 件 下 に 諸 焼 し た る 試料 を ば, それ ぞ ざれ 1%; 5%, 15% の 
Molt PR Rak AR と し て 抽出 せめ , 抽出 装置 は フラ スク 型 あ な せる 容量 
500c.c の 細 首 を 有する FAN ILA CK RURLO HE IK RD IAA, TOBE 
APBD JABS BR At せしめ る He I UC, CORR EME SLR he a ALA 
$e 1001 3). % 1 分 間 30 IO EN CHR YL fe O, OBIE Ee BD 
に する 時 は , LT) OBA IS TES HAR AC DF LO SE SE 
黒 不良 と な る , HA AB OHA 30 [HIPC & APES よく , 試料 は 溶媒 & k 

(RE LOS RCM GAS BHO LOMB OS 

WEBER] 1.5 Bae 2. te RRC RAL AS SEVA HE 100c.c BIER, 了 ム 栓 を 施 
LORS LARC CRT S, 此 の 間 試 料 の 粒子 粗大 な る も の は 次 
第 に 微細 化し つ ゝ 溶解 し 去 め , 従 つて 最初 よめ 微細 な る 試料 に 比 し 抽出 時 
間 を 多く 要する を 見 る , か く て 所 要 時 間 振 洛 し た る 後 ち と を 濾過 し , 亜鉛 及 
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ROTM Mee PHBE S 9 MUS BRE SO MAIER ENO 
3} RRO eR 
庄 焼 の 結果 は 類焼 温度 , 類焼 時 間 並 びに 確 粒子 の 大 さ に HRT する も の に 
UT, その 結果 は 稽 々 複雑 な り , 話 焼 結果 を 匂 化 せ し む る 是 等 因子 を 別個 に 
UT, その 結果 を 輝 ぶ れ ば 次 の 如 Lo 
a. 粒子 の 大 さ の 及 す 効果 余 等 の 使用 し た る 粒子 の 大 さ は 棄 逃 せる 3 種 に 
第 一 表 650°C KC 100 PHBH MEP © mis MAS & BT HER 


ee E | : 
11%Hz2S0452H2S04152% H2S%q| 水 | 残留 硫黄 
の 
») =200 At 88.2% | 88.2% 88.7% | 1.65% 1.37% 
80~110 43.7 443° | 45.8 0.0 6.09 
40 ~60 257 2.0 ayn 2a) 0.0 12.08 


HS = ZF 650°C KK TC 260 ARI KEBE S BBE O BESS Hh My AE 2 BT HE 


Has045%gHgSO4152%H2SO4 ak | RTM 
TORS os 
—200 fii 92.6% 92.4% 「 94.0% | 6.2% 0.53% 
80~110 94.7 95.1 96.4 3.25 2.38 
40~60 39.4 91.3 | 92.7 2.81 4.81 


第 三 GHC 1 -C 560 A HEBES S BUELL o> LST Hh EIR BR AY aE 


es 1%H 280415 %119SO0 4|15% H2SO04 水 | 残留 硫黄 
OR 
ー200 Bf 94,7% 94.7% 97.3% 0.0% 0.2% 
80~110 94.0 96.6 98.4 0.0 1.00 
40. ~60 93.7 93.7 94.7 0.0 2.27 


SS py 3 750°C KT 100 WHE RES Oe ne eee 


1%H S04|5 ee ae HeS04| 水 | RAE 
粒子 の 大 き | pee SO 
—200 ffi 92.34% | 92.35% 94.0% 1.1% | 1.23% 
80~110 89.0 89.1 .| 89.95 0.2 4.82 
| 40~60 88.0 88.2 89.20 0.75 8.21 
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$8 TH 750°C CT 260 HMM Me SABRIC Hs tO Lb 


Tee Te RE | 

a 1%H 280 45% H2SO2 15% H2SO4 水 残留 硫黄 
LF ORS ーー tal 

—200 9 ti 97.0% | 96.7% 98.0% 1.20% | 0.39% 

80~110 96.0 96.7 98.0 1.20 1.16 

40~60 96.0 96.7 97.4 0.70 1.04 
A ZH 750°C KC 590 HMM HY SBS 
ee He a | pees 

+e 1%H,S045%H2S0415% H2SO4|, 2 | SE WERE 
Re TO ee as A 

ー200 Fé | 96.7% | 99.40%| 98.7% 0.0% | 0.0% 

80—110, |. 97.3 99.40 99.5 0.0 0.0 

| 99.40 | 99.40 | 99.40 0.0 0.0 


40 ~60 


第 二胡 850°C CC 100 TRE BES BABE © we Shy Hl ES EY iE 


“~~ oe OK | im 
Se: 1% H2S0 45% H2S04)15% H2504 水 残留 硫黄 
粒子 の 大 き ーー 
_ 200 B fit 96.0% 96.0% 97.7% 0.75%| 0.41% 
80~110 95.0 95.0 96.0 0.15 0.56 
40 ~60 93.7 93.7 94.0 0.30 0.72 


第 和信 BS 850°C (°C 260 TMS S SURE L oo BS HMA A 2 BB AT ME 


; 5 次 
Pa ae” ie 


19H 980 4|52641 9804 15% HgSO4 


ee 水 | 残留 硫黄 
粒子 の 大 ig tay ees ae | 
—200 BK 98.0% 98.0% 98.0% 0.80%! 0.26% 
80~110 97.3 98.0 99.4 0.79 0.30 
40~60 95.4 96.0 96.4 0.62 0.29 


Ju FE 850°C 1c T 560 AH REBES S SOE O HASH TH HY AE & 5B 


<i E | | 
aa 1%H2S04/5%H2S04)15% H2SO4 ak 残留 硫黄 
kt OS 
—200 B éii 98.0% 99.4% 98.8% 0.0% 0.0% 
80~110 99.4 99.4 99.5 0.0 0.0 
40) ~60 99.4 99.2 99.4 0.0 0.0 


PREEO o OMEN RTMR2 RIE, BKK OBA KIO SHUM 
く , Mere Se & 類焼 村 間 を 等 し く すれ は ば 粒子 の 粗大 な ぁ る も の 程 類焼 時 間 短 
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SIGE U SREP ES, その PERILS BHR DS 6 DTT IC LS 
HGR ONAN & EU, BPR OMG dn & SEI MOLT OK 75 な ぁ も の は 族 焼 進 
行 し て 260 分 以上 に 於 て は 互 に 接近 し , PIB IE 750° 850°~ に 至れ ば 960 
AP RPEIL HST th 1% HSO4 を 溶 妖 と せる 場合 に 於 て は 僅少 の 差異 ある 
も ,5 SHeSO, 以上 の 溶媒 に ょ る 抽出 卒 は 全く 一 致し , 但し 650°C % HE 
温度 と せる 場合 に は 560 ONE HD & 未だ 完全 に 原 確 中 の 硫黄 を 護 除 す 
る を 得 ず し て , 第 三 表 に 示 め し た る 如き 残留 硫黄 を 見 る が , 此 の 試料 中 に は 
水 に 可溶性 な る 亜鉛 存在 せ ざ る を 以 て , 硫黄 は 専ら ZnS な る 形 に て 存在 す 
By <<, Le REGEN EE (3ZnO. 2503) の 形 と する は 安息 な ら ず 。 

相 す る に , 粒 子 の 小さ き 程 燃 焼 は 迅速 に 進行 し , 200 目 帥 以下 の 試料 に て 
は 前 記 條 件 下 に 於 ける 類焼 の 結果 に 借 少 の 差異 を 示す に 過 FS 7 Eb, 80 
~110 HSER 40~60 Fi LABIAL OK 3 BIAS GEO, 類焼 の 進行 は 
peers iE LILOMERNT & OT BKOMRAD 0, 殊 に 650°C DARUATBE I BS 
て て その 相 異 甚だ し , ZS IC 試料 粒子 の 及ぼ す SRE EE S 
程 鞭 し く , DGS SRB AG OBOE To 

p. BREORTMR LIE OMWR 2 BER UD ED (CRG 100 分 
260 分 及 560 HH HVS HAMEL Ae LE ETI CAR て 9, AK さ の 試料 を 
EO WENE FEE Lt 5, WRHRIE LS AGRO TNA 2 WUE L OFS 
て て 残留 硫黄 の 量 を 見 し に , 第 十 表 及び 第 二 一 表 の 結果 を 得 た り 。 

AID th JeBETEL IE 650°C に 保てる 場合 に は 類焼 時 間 100 分 間 に し て 200 2 hit 
以下 の 稀 硫 酸 に 由 STAGES 88% を 越 め る も 80~110 及 40~60 fk D 
ADECHS TS LSE CABIC EB DMM Lo 水 に 可溶性 な る 陳 鉛 量 も 200 卓 fi 
以下 の 試料 に て は 165% に し て その 他 の 粗大 な る 試料 に 於 て は 殆 ん ど 存 
AES, 然るに HEMET 260 分 に 至れ ば , LABS MCS 如く , 粗 粒子 の 
ARLHS Td LS 抽出 誰 を 増加 し, 残 に 80~110 日 HORE Oth 


8C 8) SAR ORK BS 


SS + Fe REREARE 650° の 試料 を 12 HoSO4g に て 抽出 そる 場合 の 結果 


260 sh 560 分 間 


| "100 分 後 260 分 後 | 960 FF 


ere | 100 分 則 の 残留 硫 ORT wt OBERT Tht 
WF OAKS | Ble cas |e ss 

| 900"8 a «| 882%) 92.6%| 94.7% 1.37%) 0.53%| 0.2% 
| 80~110 | 43.7. | 947 | 940 | 6.09 | 238 | 1.00 

| 40-60 | 257 | 894 | 937 | 1203 | 481 2.27 


BP Ze) 650°C 1c CHE pese SMO 15% WeSO4 RKC H S MMO HAs 


—RRNETAL | 1526 11804 HS HMA || ok HS Hh 
粒子 の 大 き > a 100 分 間 260 分 間 | 560 分 間 | 100 分 間 | 260 分 間 | 560 分 間 


200 Aa | 88.79| 94.0%| 97.39] 165%| 6.2% 0.0% 
80~110 | 45.3 | 96.4 | 98.4 0.0 3.25 0.0 
40 ~60 | 29.0 | 92.7 94.7 0.0 2.81 0.0 


HE ( 200 A HOME OM % BERT SILBS, FORGET O Je hn と 共 
HASNT Bb, その WMA SHED Th 3 ¢ , HEN TH] 100 分 と 260 
分 と の 間 に 於 けり Sie MMs LITA BH ST, 叉 水 に 可溶性 な る Ae BAO Ae 
成 量 も 260 分 の と ころ を 以 て 最高 と し , AUK TV を 類焼 と する 場合 を 
見 れ ば 次 の 結果 と な る 。 

第 十 二 表 750°C に て 閉 焼 せ る 試料 の 12 HH2SO4 に 由 る 抽出 府 及 残留 硫黄 


eee | 1% 日 2SO4 ICH this ss 8 te #& 

粒子 の 大 き ~~ _| 100 分 問 260 分 間 | 560 分 間 | 100 分 間 260 分 間 | 560 分 間 
—200 目 飾 | 92.349! 97.0%| 96.79% || 1.23%| 0.3926 0.0% 
80~110 89.0 96.0 97.3 4.82 1.16 0.0, - | 
40~60 88.0 96.0 99.4 | 8.21 1.04 0.0 | 


BPSK 750° CHEE Le BRED 15% H2SO4 RKICK BM SMOH MAS 


| RBRRETY (1596 H2S04 HH SANA | Ok IC Hh Bo Rs 


粒子 の 大 さき 100 分 間 260 分 間 560 分 間 | 100 分 間 | 260 分 間 | 560 分 間 
ー200 目 僕 | 94.0% 98.0% | 98.7%1 1.1% 1.20% 0.0% 
80~110 89.95 98.0 99.5 0.2 1.20 0.0 


40 ~60 s920 | 974°] 994 | 075 | 070 | 00 


———-S 


研 = 完 報 Be 3C9) 


即ち 750°C (2 CHB DBS ICH T lS) dD 100 SPH OWES & O CHEB 
(AMES STRPARISREMIT OK SILL OT 僅少 の 差 み る も , そ の 差 は 
650°C の 場合 に 比 す れ ば 著しく 少 さ く , 100 分 間 以 内 の 誠 焼 に て は 200 B Hi 
の 試料 の 抽出 率 は 學 も 大 に OT, 粒子 大 の 塔 加 に 伴 れ て HAAS RD % A 
す 。 然 れ ど る も 類焼 時 間 の 延長 と 共に 各 試 料 の 抽出 卒 は 互 に 接近 し 來 た め 
260 分 間 以 上 に 及 べ ば 80~110 HHO & の 押出 卒 却 つて 200 BHD & の 
を 凌ぎ 560 分 に 及 べ ば , 200 AHO S の は 却 て 他 の も の に 劣り ,40~60 と & 
80~110 F fiat] Oth MASS — Be Li し て ie IE S LIT, 細 粒 子 
ARLE CHMOD S (SERABTE OAM II KAR GU 

IKAT TY LSE 28 B BG PAG OD He CAE IS 200 Fi BRERBLIC IST (RIPPERS HD 100 分 
~260 分 迄 は BAA E AAI UT, Ziv & O RF eI TIC GEO T wed L, 560 
Sy lel CS MBRE LED. MAM (Ss 40~60 AIO’ OMI Th BOGS 
と ころ な る が な, 80~110 Ahi の も ゃ の は Zi L 100 分 間 以 上 に AE eee 
ば 260 分 まで て は 次 第 に 増加 し , その 後 は 時 間 の 塔 加 に 伴 れ て HL U, 560 分 
CBOTH LEA, Mb 26057 D £2 AwR UT ZnSO』。 生成 の 最高 値 に 達 
So MUTTO 抽出 卒 は 650°C OMRERE KOM L. 人 然 5 ら ば 類焼 温度 を 
850°C に 高め た る 場合 は 如何 , FH 14~10 表 は その 結果 と す 。 

この 結果 より 明 な る 如く ,200 Ahi の も の に 於 て は 類焼 時 間 100 分 問 に 
し て 亜 負 は 第 14~15 表 に 見 る 如き は 高き AMMA A し , 更 に 時 間 を 560 
分 に 延長 すれ ば 抽出 卒 は 高 まる も 』 そ の 抽出 増加 卒 は 極 め て 少な し , ZI 
KL BeBERE HH 100 分 間 以 内 に 於 て は 80~110 及 40~60 A fii の も の は 200 
ABO ZOE 及ば ざる も, 類焼 時 間 を 100 分 以上 に 延長 すれ ば , 80~110 目 
fit の も の は 200 Ahi DO の も の を BH L, 560 分 に 至れ ば 110 Hi LOFAL 
の る も ゃ の ・ ゝ 抽出 牽 は 有 狩 に 一 致し , 共に 200 目 和 師 試 料 の 値 を 凌ぐ に 至る 。 

水 に 可溶性 な る 亜 色 臣 の 生成 量 は 200 ABD & DITKA TIS 100 Ze 260 分 


10C109 ~ 8 ee 


第 十 四球 850°C THERE eS 試料 の 12 H2SO4 ck SMS MAR 


Boel peas 2804 HH SHAS |e EE 
HLF OAKS ~~) 100 分 間 260 分 間 560 分 間 | 100 分 間 | 260 分 間 560 分 間 
| -200 Bf E 96.0% | 98.0%. 98.0% | 0.41% | 0.26%! 0.00% 
| 80-110: *) 980 | 97,8 “994 | 0.56 | 0.30 0.0 


4o~60 | 937 | 95.4 | 99.4 | 0.72 | 0.29 | *00 


第 十 五 素 850°C IC CH BES 3 BOK D 15% HySO4 RIK HS MMH OAM MAS 


ie 。 燈 焼 時 間 | 15.96 KC HH SHH AE 
Fy a C00 ar 260 a 560 分 間 100 分 間 | 260 分 問 560 分 間 | 

a S00 8 Ati 97.7% | 98.0%] 98. 8% 0.75% 0.80% | 0.26% 
80~110 | 96.0 99.4 99.5 0.15 0.79 0.30 


40~60 | 94.0 96.4 99.4 0.30 0.62 0.29 


| 


ま て は 路 ぼ 等 し く , それ よめ 時 間 と と も に WP UT 560 FBR MIC 
な る ,110 B BLL EL ORME OD & の に 於 て は 100 Sh] KO 260 分 まで は 類焼 
時 間 の 延長 と 共に 増加 し , それ より 次 第 に 減じ 560 分 に 至れ ば 雰 と な る , 但 
し 80~110 F fD & も の は 260 分 の 時 200 目 和 飼 の 試料 と 同値 を 示す 。 

以上 の 結果 を 通 観 すれ ば 嬉 焼 時 間 は 長き 程 抽 出 牽 を 載 加 する る の に し て 
Popes IE 650°C の 場合 に 試料 粒子 大 200 目 科 以下 の も の に て は , 120 分 内 
ASE CSE CSEICIA 4 IBC 増加 する も , 十 以 上 時 間 を 延長 し て も 18% 
牽 は 非常 に 少な し 。110 BRL ODT ICH Tk 260 4S THEA DION 
Aer し , CORES EEE TE] ES Sb MAO dy ze, 然るに 類焼 
温度 T50°C 以上 に 至れ ば は, 1805 HUA CHS CS b EIBACH 
ASO) SIN HAS Bb, F ORGS HH 22 HERS SF 21L58 MAREE eR L, WE 
(LF GH 7S APPEL (6 EL, 水 に 可溶性 な る GEABARSRO AER Bt. 
260 分 まで は 時 間 CSRS Sb, 更 ら に 時 間 を 延長 すれ ば 減少 し , Bir 
560 FIERCE LBS. CRE) 


Bi FE 報 SC TAL 


SFY HACER ROMR, KICKED, 
CieA, 栃 石 三成 分 系 に 就 て © 


Het @ 田 連 


SRORBRERODE | 

1. CRB 温度 を 可 及 的 下 定 に 持病 せしめ, 且つ 1600C 近 くま で の 次 験 
eB ET SDK, APPPTARIANE Se AO, SHB = 7 oe BSB 
OE ANE £75 T o 温度 を 不定 な らし め , 又は 冷却 曲線 を 取る ぁ る た め に は , 電流 
を 族 電 池 に よる 直流 と する こと PE し けれど る も, 本 寅 験 に の る み 著 電池 を 専 
FLAGS DBD OR ADI, 交流 を 用 ひたる 場合 あり 。 

2. HA, arEleseess TRIS SH IC LC, Ha OD AWE tL, WK 
2cm 高 & さ 1.5 一 1.8 cm FF. CZRABHHE IA, MOM LARICHE To 
使用 材料 は 時 に Ser を 用 ひたる が , MHS 3gr と す 。 PEM RT Ste 
め に は , 2 本 の 毛細 磁 管 の 周 園 に 耐火 閣 土 を 以 て 鏡 然 の も の を 作り , PRBS 
の 熱 極 を 易く 上 且つ 正確 に , HESS MBIA 6 5 し む 。 PML E 6 RR 
き , AOS » 迷 融 物 中 に 挿入 し , 温度 測定 の 正座 を 期す 。 FAGBS Pt: 107% 
Rh. Pt に し て Siemens Halske #1 Millivoltmeter 及び Leeds and Northrup 
potentiometer indicator を 使用 し , EMA OBER L UCTS RHE BERRY シ 
ッ ム , ESSE RO, ALIREB 2 INO, LIU, = + rRBBOKRD 
使用 せめ 。 

OBC HS TRISH AEH ENS hud, HC SOREL ョ デ ウ ム と の 
LIE RERS DBAS LUT, WEA BIE LTB UTA な らし め ざる こと 
を 期 せ 0 の 。 ; 

3. BRAK ABM 2-2 710 2 製 無水 球 酸 , チタ > ン 酸 , BL, AK, 


1) N, L, Bowen, Am, J, Sci, vol 40. p. 161 (1915), 


12C12) BAT hh HK Se 


HER IS UTM ONS 6 MEK SAHA he OAT. CHOMENS 1~2 時 間 , 
200~300°C に 加熱 し , 或 は 7 一 8 時 間 air bath (THER L, desicator 中 に て 
冷却 後 称 量 す 。 右 の 材料 の 内 , FERC 8 oP よめ 水分 等 を 吸収 する こ 
LH SBRMIC, 成る 可 く 手早く 称 量 する を よし と す 。 称 量 せる 材料 は 充分 


に 温和 し , 形 場 に 入れ て RE 
VINE CHR L, RAE O 
先 に 附 着 し た る 太 き 白金 線 
CHAE ST 6 CORN 
WAT 58 O* 見 れ ば , 
FER MMS BOB P7e FAS 
NU, 

Cooling また は heating 
curve #PRO TRASILS 
の halting point (3 HAE it 
CBP RDG FUT, HO 
方 法 に より 本 研究 を 進む る 
こと 碁 だ 心 許 無 き が 故に , 
4 yk quenching method 
に ょ り 9, MADD D 有無 及 
HARA RBIS る こ と ・ ゝ 


KRAB-A RK 


‘Fo 即ち 材料 を 一 定時 間 或 温度 に 保ち , BRIT IKI U, BIL Ze 
UTR PCRS o 面 し て 同一 材料 に つき 49 OC に 錠 を 行 ひ 結晶 成 生 温 


度 を 決定 せる も の な り 。 時 間 は ユー1/2 時 間 に し て 温度 は 手動 電気 抵抗 器 
に よめ 調 魏 し , UUM ATT OBES OR み に 於 て 一 度 以内 な らし む 。 
MEMS EHC Att, RRB UD, 充分 に 拠 拝 混和 し た る 後 , 熱電 


(oi) Xe 報 次 13(13) 


圭 の 熱 極 を 話 融 物 表面 上 ユー 1.5cm に 在 5 し む 。 WB CHAS He, 
多 基 の 結 曲 を 生ずる 場合 に は 固 結 し て RSE ざ ぐる に 至る 。 必要 に 應 じ 
1~1/2 時 間 , 一 定 温度 に 保持 せる 後 , HEA EHR し て 水中 に 投 ず 。 本 設 億 


第 九 & 
| m 8 Y yo | 2V. 
RE | rs) | 71588) | 1589 > 0018 80° 
| 2&2 we A | 1.6729 1.6798 1.7026 0.0299 59° 
| Na Be 1.8879 | 1.8940 2.0093 0.1214 rs | 


に て , RAE PAR O , HEN FR UCR ICRA DS SIZOMPS 3 秒間 に 
UT, itis U2 3 RID & この 操作 中 に 結 曲 を 生ずる こ と な さく 。 AUK 
る 材料 は 割 目 生じ , 小 さき ハン マー に て 寺 打 し , ZH LES Lo 材料 の 


第 + 表 

成分 品位 C% ) “ a 冷却 曲線 に 
———— | ik 度 時 om | 結果 | 
80 20 1,490°C 305 G. 1487°C 

% 2 1,483 22 GA eee 

70 30 1.440 3 G 143 

2 a 1,433 45 CA Ds eynaatee 

6) 40 1,395 30 G 1392 

a % 1 387 30 GOA yelled) ieee: 

50 50 1.325 ”° |G 1328 

a2 z 1320 » GHA Dy lin See 

42 58 1,270 % GDB L270) ew) 

: 4 1,262 % GA A eee 

40 60 1,280 % G 1277 

” % 1 275 (Ge ieee eee es 

30) 70 1,320 G 1318 

22 1,315 % CD ual a 

20 80 1,347 HE | G #i0hh Dink | 1348 
10 90 1,378 v G et Gib bt 1374 


— TB 22 BE L, 272 BA BE CER o 
IRE, SHA, BRO ICY EBS FB ILBNS ART DMM くに し て , Re BE 
FRE THAI A LIES Lo . 


1414) BAR Wy KB 


eSB MYMILD & % OM Ae TLGMBL L, 緩徐 な る 冷却 を 行 ひ , 2H 
し て 鏡 下 に 檎 する に , HSER ELO PTR RO BIT BD Sea HS 
こと 容易 な る を 知る 。 SHO KAY ERIS CAD ME 7 O » 

RE ERA 第 A 
二 元 系 

~ O77 BIB AKG 
果 は , HEH & < Bowen 氏 の 
研 完 に 一 致 せ 9。 
MEA OA HSE EH) 
te 20 & }, BRAK SVE 
theo. BREA Offi + 
は 淡 青 色 に し て , Sethi 
(S08 Bh 7% Oo 本 二 元 系 
中 の ある 標 品 は , & OME 
度 を 結 唱 温度 以下 に 降下 せ 
し むれ ば , RUS He 
な 0, TERRA ERR THK 
KO ale SIRF, REPRO 
SRCHAL Ze AAR ARK Be RE HR AGF 
BED o ASICS ESM OFBIRK I UC, SERIO i 42.26, ERR 5820, 
共 温度 1270C な Oo PRESB 1 園 に を 示す 。 BRE E AVUERR 
第 十 表 の 如 し 。 表 中 硝子 を G, 族長 石 を A, GHA De TARTS 

R&B. AX THK 

Mi (titanite) OAT (Legis % av & & HOSAKA ABS FAC UCHR CE 


1) N. L. Bowen, op, cit, 


BBR ed Bh Be ee 


Di, ihe BO, 鏡 下 に 於 IS ARB BS Stolensky @ SIR 
His Ze JOC Ba Ze TE © , RHI 122°C LALO 6 TUT ILO MORE 


に 温 度 | 時間 ee, 許 彼 
4 mR Mm) ya7eec) 時間 92096 
| ” | 1,868 ” feos Ga VIA Be 
Poona isis 1,0 at iG | 1374 
| ie 1,371, ~ % a ee GT 


Kes BIS UT, eR LOW He O CHR する に AERP PR (OG ee AGHA 
LED AS 9 この 包 衰 物 は 明か に Perowskite (=< UC HHEO AHR & OT 
RB oT, ee, Se 


eB th fr 

wae ar eas: ae sae ae ae ae 
10 90 .| ' 1,368°C 1 時 間 G 
% S68 2 Gar 
20 80 1,348 % AG 
” ” 1 on ay G. T 
30) et 7 1,319 G 
¥ 2 1314 a G. T 
37.5 62.5 1,300 HY Cc 
” 2 cline n ile 295 ay G.T.A 
40 60 1,314 ey G 
2 ” 1,309 33 G.A 
BO). eG T3774 3 G 
” の |e G9 ” GA 
60 40 1,420 u G 
” anon ra, ali]. | 3 G.A 
70 3 1,460 30 分 G 
” ” 1,455 7 G.A 
80 20 1,495 z G 
” ” 1,490 ye G. A 
90 JO ere S25 i G 
0 % 1,520 at G.A 


AO £HED BNF & RAB TE 122VC 以上 に て 生ずる 結 曲 と , 以下 


+ 


1) S. Smolensky, Z, anorg, chem, Bd. 73, S, 298 (1912) 


1616) a A TR My BK Be 


に て 生ずる 結 曲 と は 鏡 下 に 差異 を 認め ず , LOMB BAILS ILM Lo 

fad (KUMI HSC, 橋 石 が 分 解 し て Perowskite を 生ずる 件 に 就 て は 今後 研 完 

する 事 LT. MHOMBAHEKE し く , その 結 唱 温度 直下 に 於 て 多量 の 
第 + = 表 


mW | 

eae ues 3 ORE nS © ES eet 
10 90 1,366°C 1 時 間 G 
” ” 1,361 4 G. T 
20 80 1,353 4 G 
” ” 1,348 es G.T 
30 70 G8 2 G : 
” r 1332. | B GT 
40 60 L310) 94 ” G 
” ” 1,305 ” G:F 
Ane 55 1,302 | % G 
” ” 1297 | ” Gir 
47 53 D297 | 4 G 
% a 1s292e0 1 2 GrDsT. 
50 50 1,300 ” G 徹 品 
” D 1205 sl ” GD 
60 40) 1,330 as G 
? 2 1,325 2: ND 
70 30 1,350 が G 
” % 1,345 % G.D 
80 20 1,365 ? G 
” ’ 1,360 8 G.D 
90 10 1,380 2 @ 
” ” 1,375 ” GD 


結晶 を 生ずる こ と &, 放 長石 BEG LR ALT な め 。 Doelter PLREME 
Ope 1230°C, Smolensky は 人 工 結 曲 を 1221°C と な す 。 

FRB co BED ED (SOE O RHA IS に し て , 人 工 物 と JEU ARERR pete 
する 事 第 填 一 表 の 如 Lo 表 中 硝子 は G, MIS TI THIET 6 

WEA, Bia Te ARS 簡 温 な る 共 融 系 に 属し , JERAMAIS DTA 87.596 BR 
右 62.5 必 に UT, 共 融 温度 1298C な 9。 

第 2 園 に 掲 ぐ る は 其 の 征 衡 園 に し て , 決定 要項 は 第 十 二 表 に 示す が 如 し 。 


研 RO WR 1717) 


Ze PRAT tk Gs 族長 石 は A, 
i 橋 石 は 『 に て 表 は す 。 
1400 eA, AIT 


IFC Ze 4 FR 
系 に OUT, sth Bhs RG 
47%, Bi 93% に し て , そ 
の 温度 1295°C な 0 め 。 
3 3 lal (SAS IC ROWE 
jcp ER TEDEUT COR 
Bee att 定 せ る 要項 は 第 十 三 表 の 如 
Gi A— Uh i = 7k Lo Zia F (& G BBB 
id D, HIS TI TRI. CRE) ] 


SMS HAS RPT CREUSRURAZHKBICRMT ⑫ 
Het RA 忠 寛 


Ill. SAO ARRAS ROS aE 

1: 肉眼 欧 性 質 aL HKATERO h< BEY る 岩石 を 除け ば , 各 岩 床 を 構 
成す る 岩石 は 以下 逃 ぶ る が 如き 皆 同 一 な る 岩石 石 理 を 時 す 。 即ち その 新鮮 
75 DEB SY (SH 6 5 OR IK BO BED IC, 最大 約 3 畑 に 及ぶ 族長 石 の 
KiEg } PARDEE ¢ , BEG O 1~5 FEO Hekbtda と を 有 し , HMO LA Ls 

VIRS CUS US TOMMBARC TARGA L To 

各 岩 床 の 下 年 部 は 比較 的 新鮮 な る に 反し , 上 生 部 は 閉 し く 分 解 し て 暗 放 
色 乃 至 暗 赤色 を 時 し , BERRA LA < AE LAE MR, 方 解 石 及び 沸 石 
VRE YD 9 LOO LPMIES IVR UT, その 容 際 中 に は 沸 石 を 産出 し , 
稀 に 方 解 石 や も 同 作 せり の 。 


18C18) 2 Ow ty OR HR ee 


' 


' 2. 題 微 鏡 的 役 質 BAK L & SEAN AICIES 班 短 構造 を 時 す 。 これ ら の 岩 
床 を 構成 す る 成分 確 物 は 第 三 表 に 示す が 如 し 。 Th U CREE A AREA RO 


EB ae 表 WEED Be we, 及び Aide 
| Phenocryst | Groundmass | sp OBL LO) IBPFAS, Jb ONE Ea 
S\,U EP |Um > ee) LOMSHS Ss LBD 
@ (2s, 9 @ | beee Sw 8 
S242 ° Sirsa ° 2s) KCBS So 
Ege @|¢25 8 & 
ons さき 5 上 記 の 諸表 に よめ り て 明か な る 如 
, ee, 
ーー | , 4BKRLb 720 RSD OF 
ee ae tri ibte ewes ater 
HSA < 同一 に し て , HED ER 
@Gj+t+++4+)/4+4+4+++ ; 
PAOD BME, HE OTEO 
Cae RE 
[CAPER 8k < HAWAE Oo Bele 
G+ ++4+)+ *+44 


= = 1 Pe ae SS BE Lal me 


BROCE DI bP, Ze WES, DF 222 Ph ob, WAP ED 
の 答 に つき て 記載 すべ し 。 


Je ODE MD i SIRE, 柴 漁 殊 石 , 普通 兆 石 及び 磁 功 確 を 記し , ROE 
に 石 基 確 物 に 就き て 輝 べ ん と す 。 
wR 各 岩 床 を 通じ 最も 多量 に 含有 せら れ , 従 つて 最も 主要 な る 斑 
BADR UT, (010) OF AIC k OT WEY ABR BK に 示す が 
如く , 岩 床 の 各 に 於 て 殆ど 近似 せる 事 を 知る 。 叉 各 岩 床 に 於 ける ANEIO 
ATK OKA IN TRILL, 4 OXBLY GSS, (> (1) 5(3)>(4) 
OMS BRA Oo Th LD CILBDT TU te SEK (2) の 標本 UV 准 参 照 ) 
DER OMe LOT BAW 4 4 枚 を MEO, (Rosiwal method) (2 & 
4-2E (attachable mechanical micrometer stage) を 用 ゐ , AGED micro- 


metric analysis 用 行 ひたる に , BREOM き 結果 を 得 た め 


1) A, Johannsen, Manual of petrographic methods, p. 144, 1918, 
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第 四 表 
Phenocryst ] Groundmass | 
Plagioclase | Hypersthene Augite 2 \ 
Cmeasured on(010)]) [measured on(110)}\C measured on(110)) oa 
Sheet = = 
a’ y’ a/ YA a’ y’ a’ y/ 
(Ay he TINE )11694 |S 1.706, | enw | ee 1.562) 1.567 
Gye are 1.584 1.693 TOG le esd . Haosee 1.562) 1.568 
EE 1.584 1.693 1.705 | cesses | 1,562) 1.567 
CELDT 1.582 | 1.692 1.703 1.694 1.716 | 1.563) 1.568 
3 GENO Nig IS Se ok 
(4) An 93 CFeSiO 3 7 An 65 
(3) An 95 : ee An 66 
- (2) PNT tO seca a epee BPG Seo 7 teak An 65 
C WSO Ds 38CCaFeSi 502 5 
C1) An 93 (FeSiO ae §2°CaMgSin0g¢ ) An 67 
第 = fia] 


Terre 


IRE TBE sepic Gere bo 5 HER GCT RN SE 
TREE & ST MS | Papa ae X22 
OUR EE & KS FAD LEN GD 開 係 は 第 六 表 に より て 明か な 
め 。 唯 本 確 物 の 大 きのみ は 各 岩 床 に 於 て 同一 な ら ず ,(2) は 最も 大 に し て 
EG omen 


20¢20) a A OR hy TR OK Be 


SL ECL SMBMYEARO k < BGR S (SRR SB GA 
fe ASHES TOK SIA BIH GT, PARES 一 般 に 不 完 本 に 


SB RB ve LTUBRO WADE 6S Sb, MLO 

Section Vol, % | ABE (3 ESE UE DUE AK 7h UT 
"4 “al | BRAY 0 C5 8 彫 参 照 )。 

| ; ae Bik BE DAR KIS UT © OF 

< tee WAZ 22 栓 する に , 小 な る も の 

A sc (SBE BBYESKEAD も の は 


Section (及び (4) Hi DRA L B 1 一 定 の 形 を 有する も の の 如 し 。 即 
FEO e WA 測定 を FOR SOIC ‘ 
LT, 前 者 は 30 回 , RH AH oP BA ¢ (sd Pea D REAR & を な 
rd Us 


Section (2) RYO) は 潤 有 の 縦横 と も CO TOMPPBRIS KRAL O Hale 
2FEOMMB SUT 測定 を 行 ひたる も の oly tens 2 ree 

Lt, MA 18, ee 2 oR ~~ 9° CUBE 6 HE = aw 
均 値 な り 。 に て 暗 放 色 UT, 多 色 性 は 明か 


HF o MLC COMBO 長 導 と 清光 位 と の 角 は 約 40 度 な .9 。 思 ふ に こ 
れ ら の 結晶 短 細 粒 は 石 基 を 構成 する 韻 通 輝 右 の 結晶 腺 に 非 ざ る か 。 

旅 長石 中 に 含ま る ゝ 交 石 様 包 豪 物 に 二 種 あり 。 一 は 上 記 の 結晶 完 本 な ら 
ざる 細 粒 の も の に し て , 他 は 明か に 完全 な る 結晶 を な し , その 大 き も 毅 に 大 
な る も の な り 。 I CREE (SAG ROSE O HOW A D5 2 
405 FE Obs FE 7h BBG Ih, Hei & UC 存する 二 種 の 漂 石 と 同時 代 に 
Hath LIS &ORS< Lo WIAD 細 粒 な る も の は , 石 基 中 の fei) 
BEA OFA HEMI ES OO S BIOA: Re O LA 5 る べき か が か 。e CREOB 
Bild ORRAO RICHY CRMC, CEI SBR 及び BERRIEN O db 
Sb Oldsitn & 2 O CIEL, RAPES SEA & MAAR IBC 
Hatt Lig DILS EDO LBAGSNUs RAL Hla WLGSSM<, これ ら 
OMAK RD (SIRE OPRAB ICE ¢, ZK COMBI Clk & 


wR 移 mo 21021) 


(ZR < © 
pasties ie Se TEES © EC PRS SA CA DAE 2) 及び 
CO PIER TE Ub 5 UR BOR EG PILED AIRE GB i 3 RBM 2 FU 


第 x 表 
Re ee A 
| ope CD (2) (3) (4) 


| BI 5 KEPI I, Apes ag ABV SHEA, |7IA 2~3 EBA 
US Abe dS ee ee ee 
Db © Rane, bVo | ど な し 。 


eo ae ARIK IEE BF 


iH 3G #4) (010) 上 た に て 約 35° 
EA ee eg 


7 0 —. 


OL bet 
Rites) —ARIC RHR Me FADE IC TC (AS AME te ie 
BY Bal L COOL), G CON 


3 yy) 磁 鐵 Bho BS 

SERRHICAL ~--~ — RIC KIB, 1/2~1/4 FEW So 

UEMDER AG + RRAREE: £0 も 稀 に 存在 す 。 1/6 内 外 。 

JK 長石 ……poikilitic に 存在 す 。 斑 品 に た expansion fracture % # 

せ し む る も ゃ の あり 。 

HE B+ HD CHIC LET BOB, * 
aioe ae SDEMS V. CILReH te SHAK 
に 排列 す 。 


度 


17 の 異な る 結晶 面 を 決定 し , 且 4 種 の 品 癖 を 記載 せり 9。 Tt UT AK (2) 
及び その 下 の 結 唱 質 凝 族 岩 中 よめ 控 取 せる 10 PROP TEAR He S fills BH 
き 測 角 せ る 筆者 の 結果 も 之 と 同じ く , 結晶 面 に 座 て は 次 の 9 種 の も の よ ょ さく 


GEE L, 
c (001) n (C021) 0 C111) 
b (O10) m (110) p (111) 
y (201) M (110) e (021) 


ARE HS Clk ¢ (001) OAM S BLEMKO &O, 及び 結晶 軸 ぇ の 方 


1) RGR) 前 出 . 


2) RD a 


向 に 伸長 せる 柱 欺 の も の と の 二 種 あり 。 双 上 唱 は 肉眼 的 に カル ルス バッ ド 式 


BORIA IV KEDAH 6 MEE 62, 盾 微 鏡 的 に は 上 記 2 種 の 外 アルバ ー 


第 + 表 
ae RE Lee RIO WE TS CT 
woe | /db (2) | Or (4) 

| 均 1-15 6 BH 05-1 Ft Pea BIS 1H 
8 KOR Hick HK 4 KE 


の ASAE eat <CEeth eoaee EES 
wn | Aceee 


| YG Fh | AZ'==sa.O9 


, | SAR H Cpenetration-twin) FIC FES 6 
FEAR Ccontact- rtwin) I | 


memes | et BURR Dato 
ug 開 | REIKO 8 ORET 


om | XH BE 
多 色 性 | Vy yore, 2 me 色 


mo | XYZ 
| Bh 2% Be AEST 8 4 加美 物 


4, BE Yy | USREEA------ in EES 
IK fie poikilitic k& Ye し て 含有 も を ら る 。 


j bath 6 BBL Oo 特に 注意 すべ き は 往々 結晶 の <C001) 面 上 に , BERR 
KORA (parting) DAAC AAT UC BRE SBC UT, GRD 成因 上 興味 あ 
る 問題 な る ぁ べ し 。 

AWD ILAYMTT LS ABGEIC k 0 TRRCANCHHIER tt 00 F 
この 資料 を 引用 せ ば 下記 の 如 し 。 


Ce li788 
CSE ° 6’ 89” 
re 1.5819 5 NW c VEU (6) EY 
eee eee 7 ° fe 
et 1.5873 observ, ANG, 


fALIOZ=EMPELT bY DA 光線 に BS AMICK UT, その 光 軸 角 は 


we it, (WREEEL ASK ICALLY 3 MAUD, 波長 589 vp の 
1) S. Kézu, op. cit. (MF DERE CW ORE DF, WORLED < Uc 4 


at 
Pe eee ee 
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Ny =1.5811 O PRA AS SWABS, Fb Yo AER I DME 6 
HIDE Oo COZLMMRGCHRE OBIE OTHE LOE 
(第 四 表 参照 ) と よく 一 致す る を 見 る べし 。 | 


第 fC AD 


WB Has UE SEL Aa I< BBS 
L, cocona structure } 3 
2 3 REAL DE th DBR 
RAT YF 


x55 


同 を 旦 せ る weap HRT deth o RAGA ML : 
Open nicol x80 

fil AS WE OA BASES FRIES HS CT aS 6 Bc 

b. SSGRBRA IRA GIRS CBE 7s SUA UT, 各 岩 床 中 に 於 け 
AARMMIOR ARS, (1 うっ (の >(3)>(2) OMSHMARA Sd, 何れ も 
その 容積 に 於 て 約 2~8 の 範 園内 に 止 9, MADRE GIN RIL EO thi 
Oo i UT (110) SRA CHE UK S RAR ROR cia 0 6 
る 。 この 表 に よめ て 明か な る 如く , <1) OD に 至る に 従 ひ , 僅少 な が ら 
その 屈折 牽 の 増加 する 傾向 を 有 す 。 こ れ は 即ち MgSiOs 分 子 が WH L, Fe 


24C24) 4 Th to Hh KK 


SiO3 分 子 の 塔 加 意味 し , FEO T MgO/FeO の 比 は (1) に 於 て 最も 大 に し 
て , (4 和 ⑦ に 於 て 最も る 小 な め 。 こ の 事 喜 は 結晶 作用 に よる AARAIED — AAD 
過程 あ 示 す % の に 非 ぐ る か 。 


yy eee 


大 x | RY 2~3#— | AAW vee Ly 0.4~0.7 repo 0.2 ~0.5 #6 
最大 1 灯 | BAD | 2 


A: > | a6 he, bolle 0 tuk EBL, Sonne ae 
結 fn 形 Kip 


it Ie $4 ¢ AZ'=35°~45° 
thy | C100) BCAA 2 BIT RL CRT 
mame | 2CMREN i 
BA | HIRO Lok ( BET. 

多 色 性 | 殆ど 認め ちら れず 。 


ee 磁 BE i alle $4 7, る a, Bey - 
NE RN oe 


RHR RUIR EA & 3 も に 硬 glomeroporphyritic aggregate _ 
Sakae iR bt を 時 する も の あり oO 


REINS B ADD OREN ES, REGIS BS LACS fwd 
て ょ さく 類似 し , それ ら の 開 係 は HERCAS 5. MAUD 大 さ の る み は 各 
LORE UD OF UT, D>()5()5(4) OMS 開 係 を 有 す 。 LROOR 
SMO T 4 UERES SSE, FN OMAR O SLE DERG (resorption) 
7 SEU JURE L, HL その 周 邊 が BAMBI & OC HRB Sta, 光 天 構造 
(corona structure) BRU SRO ( 筑 四 園 A 及び BBL), Th UT—AY 
(AMEE & TO MMC AREY 2 WSEBEE ¢ , 第 四 園 A に 示す が 如く , 
OANA Ort Ze IIA Oo DURE BIRCH L te 2 REBT 
石 基 生 成 の 時 叉 は その 直前 に MOM EV, HERBALS BAGS IC ADR 
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BILBBE YE LEDKSE~<Lo 
PIB & UC (SRE Me 6S 6, Se ONNHGIC EOE ROR A Dd poiki- 
第 五 園 litic [Rie OU 含有 


せら る 2。 

c. Pia 前 aC AK 
輝石 より も その 現 出 稀 に 
UT, 岩 床 (1 うに は 比較 
的 多量 に 存在 すれ ども , 
その 他 の 3 岩 床 中 に は 極 
め て 稀 に 含有 せ られ , 丈 

岩 床 (2) に 至り て は 最 
éMili UT, tO BA 
Jr AS BRAD 2e 7 SSB 
DZ UL BS (D> As 


Pez PD, SeawMETE (HY IAT (3) > (2) DM & BUR 27 
(Av) OSE IECM) OD glomeroporphy- 
ritic aggregate % 7d BATAGR'S IO ae is IR TAR $i 1) 


Open . nicol SO as 
BS TUE LEK SOA 


に し て , MORKICHS TiS その 含有 量 の 75 BF5H ICME UE Lo 
各 岸 床 に 於 ける 本 磯 物 の 題 微 鏡 的 性 質 は 第 八 表 に 示さ る 。 Hs RS 
造 Ccataclastic texture) 27s, MIR Ite BT SEOD VO. AHAORS 
よく 現 出 せる 岩 床 1) CA TKOMS PAO 6S. 


1. ARBE Fi Ia SRR IK Se DAR IC KiB Hii is & MET o 

2, JERE TY OSL LUCAS SO, CL BI MM ATID RIK ii 
HRA & ABS Fo 

8, Glomeroporphyritic aggregate を な す 場 合 に は , BKCMHALY BABE 
AL, KHPA SIAL, LA RM MAIC ko TS oC ZR )。 


26(26) aA Ty KR 


SRB OU £6 UG OMANI, ARBRE O Zr b OZ dR 
BED LBL SZ. 

AY, MIMO 2 UML, LIK 2) の 下 に Bete (2 & BAPE 
許 灰 岩 中 に 産 す る も の に し て , 多量 の 族長 石 と 共に 存在 せめ BKILE RO 
AERA BHEIS SO LISD, その 形態 外 的 研究 を 行 は ず し て , mes 

第 x AR SHSM ZO}p 
。 折 卒 を 測定 ee 
KA) 中 に 合 ま る ヽ ゝ も 
の と 大 差 な き を 知れ 
0。 

a. 磁 鐵 鏡 斑 品 と し 
て 存在 する 磁 鐵 確 は 極 
め て 少 き も , 他 の すべ 


CODE HE BED Hp (= aa ge 
物 と し て 現 出 せ Oo K 
に 本 岩 中 に 於 て 最も 早 
Hidk DFE IE & IF PRG a + CHW LEZA~ADL 
<1 iO eA eS 
An, 灰 長石 La, WR; Hy, ape ; 
Au, 普通 輝石 ; M, weet ; Me, Mesostasis, e. Ax BARN R 


FANS BURGE EX IS UC, 普通 の 玄武 岩 に 比 LAMA Cinicrolite) oypy gy 
BIS SAFE To 組織 は intersertal textures! L, その wep IE= 
RAS Bo BRA(ANG 5) (ICHROONEBE S UMAR fe te Fo BRS LBD と 
UCSF SRO USE OB 1s 5 8, HABE O MARIS Lp 
(te 観察 す れ は ば, BE AERO core 7275 UU RRL O 4648 > 3 HA 


1) RPM IMIS, 前 出 . 
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Qo CAUSE BALAK GARE HST & A SEARER Odi Hh DAE LB 
示す も の に 非 ぐ る か 。 磁 鐵 確 は 粒 基 又は 四角 形 を な し , 主として SBR 
DAB ’ UT 存在 し , REC RHE RO interstitial patch pf) t mesostasis 
中 に も TEER Oo PRG RU BETA Uo BCA AKC SRE UT 排列 し , if 
LC Cat 5 filde fil O IRR, RAG UEC as yb f4D mesostasis に よ つ 
THIS Bo 

この mesostasis (L5GB DRAB AD & O(SIES UC, CIB HT HD CHE 
RE’, EDWIRO NAO BICARICHEA L, — SLA Of & BR eH 
Ao RHE £0 LO DHOMMESWERA LRALK, その BHO SA 
Ah ICR AIS L, 測定 を 困難 な らし む 。 然し 比較 的 異物 質 の 附 閉 
少 き 砕 片 を 見 出し , その 屈折 卒 を 測定 せる に , 大 約 1.487~1.491 の 値 を 得 た 
9。 こ の 屈折 卒 の 異常 に 低く , ABM Opa 7s OBO, SURG AC IE 
ざる か と 思ひ , HCI (CHIE BY AR IT OT OK, © OMB EME 
な さく, MOCRE DRED U ¢ EBRS S > AHO. WH Cini cover- 
glass POW SS &O) HFK HCI ch (= CT #4 30 分 間 徐 々 に 加熱 せる も , 上 に 記 
LH tM RORMEL A Oo MIC COWASURARICIES SPLWD KES 
S Lo SEAR KB LAO AR OMAK EM SB » 7 AREERREB Ze O 
や , 叉 は 石英 に 富める 酸性 残 液 な りや , BLAIR EIS &O TENE Gh 
tc Si (crypto-crystalline) の 微小 な る 結 曲 な りや 訟 や は , 目下 人 資料 不 
充分 に し て を 解決 し 得 ず 。 然し Fenner 及び Washington の 論 ぜ る 如き 
BAAS EAS > OPE, BD 輝石 と RRR t ORAM OMA AT 4b OM 
ら ざ る は , その 屈折 卒 の 異常 に 低 き 事 に よめ て 明か な り 。 BA COMUTE 


1) N. L. Bowen, The evolution of the igneous rocks, chap, 6, 1923. 


2) C. N. Fenner, Am, J, Sci., vol. 18, pp. 22) ~253, 1929. 
3) H. S, Washington, Bull, Geol, Soc. America, vol, 33. pp. 765~808, 1922, 
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(LiPBIZOWPEL 6 i SAAR MEO Ot ISEDA 0 0 

LALOR & OTH SM 6, BYU & BHEG, JARI KO 
AMEE ea 2 し, ROR BDL LoS SSR eeRE IK 
EHEC UT, HSRC It LAR BORMICS ¢, BEI BU 
SMA ila HUT HE’, DAKO fll 2 SREB DB 夫々 Angs~ 
Anos 及び Angz~Atgs SOMA A Lim TILE SRL, HHO 
Hi Kis OBE LS, VIRHORR LE RISS AND OT. MI BRE これ ら の 
Wke WT SHEN LT, Sa RI 
LIE LO. TLC C OLMERILS BA OMBURD k OBRS BD » 
& の と よく 一 致す る を 見 る ぐし 。 CRIED 


研究 短 報 六 
SELL ESBS BU 7 5-7 BEI 
ED BH AA SO HE 


ABE VS AR mK BS 
Cet hb FR R 


we HB RH A 
BREE ALARA RODD BETIS, 先 年 VRBO ALM O. ZK 
PRIUS, CAO MAILOMSE AMO RHA 3 KBE 0, ILE © 
BMS, 一 は 畜生 地獄 附近 , Id 7 FO OF HRS Skate 0, WEA IS BBE 
Ale UCASE C, ATES, LIRR Ze ZL, HEE 
WEDE 2 PIs So BE LIBRVEBW TE O Jo 


1) TE, AAR Ba 3B, 3, 昭和 3 4 C1980). 
2) Pele (Sik, Pilssiet ll Wet, A at HAE 


HT Bom 29¢29) 


RSID BMINLAAIRO & も の を 得 , Ze HT UT IVER F cee 
る に , RAGE LTH ORO RU SOAICT, 3 1 Bi LOBE 
Sica oe Dil Lo Ze HANK, KARR, 
PRE (ST ES Bb fo 

OME to <, 青 化 加里 を 
JN SO & RRR Lo RAS 
ZAP EB BR LRP 
we aT SS 


a 


(eee CT M/E 
ER ee 
Btw, 2% HF 洗 
BROS Dt 


reas 


WES FSB 1 [lL AR SS 
ee eae 


ee nooo 


% DRM 3 MHZ % [al to 


AKER BD, 部 分 に よ 


っ て は 細 粒 の 集合 と 認め ら る 4, HA AMRRENRARIRMULRAEANTENSE 2% 2 
Fo C AUB STEAM & し て 沈 席 せる を 示す も の な る ぁ る べし 。 


rsa 


小 亜 細 聖 産 雄 & 

R= |v PR AAO) Balia Karaidiau 産 と 附 記 せら る ゝ 雄 Orpiment の 
Kite Stith BE, その 完全 な る 労 開 面 (010) (cay > て 研 歴 面 を 造り , Ze Ie 
HRMS FCB OIC, CERI AIS UT AAR BOIS HBARIC IE S te She 
ども , 青 化 加里 溶液 CSREES. Zi EN BRS EE CB 
Gh > 201A CTH he FB OL, HO Ff 2 [al OM 3 RR AE OU, RU aan を 
ee a AR Ae Wk UCD 
た る 光 軸 面 の 方 向 (00) と 直角 に 近く , BOS EPRICE ETC UT, Ze 
I OE 
は 未だ Dana, Hintze 第 の 書 に は 記載 せら すず , 猫 ほ 研究 を 要 す べ し 。 


te wl 


30<30) a Ai BR Th OK 


因 に この 外 (001) に 下行 な る gliding (= & AWE NS, WE LA BRAY & 
認め 得 れ ども , HAO ¢ (LT OA lS SHA に し , & RAE a C010) 


第 = 上 に 現 は れ た る fils, 
~~ VD NS BB RE Be 
AIS 6 


x OD BRAD US FFT 
Mohs fee £ OT AEA 
Hook tae © Gti, Hin- 
tze OD EASE AE (US. 
So BTR E し て 掲 
6A fh | Stevanovic 
FODIARA <¢ OBL 
BERK GEO, B= 90°41 


cf iy Be HE Gk 


BS By oe FDO HEM 03) 
met K PF i 城 
クロ 1 ム 鐵 BR 
PAMTRANINIS 7 0 | 2 UR AR EO RICH A, HAMS | デ 
シア か ら 産 する が , トラ ンス バー ル も 赤 重 要 な 産地 と し て 知ら れ て ゐる 。 
ョ | デシ? ァ で て 探 泥 せら れる クロ | A BRA & TLD & OTC, 48% 
以上 の 酸化 ク ョ 1 を 含み , 鐵 クロ 1 ム ( フ エロ クロ ] A) の 製造 に 適し て 


1) S. Stevanovic, Zeits. Kryst, 39, 15, 1905 


評 im et ME Ok 3131) 


ゐる 。 WINS Eb Fv As) 産 の も の は 低 品 位 で ,40462 の 酸化 
クロ 1 ム を 含む に 過ぎ ず , 主として 化 釧 用 若しくは ARE UT 使用 さ 
4TH Do 
南 ロ 1【 デ シア Pel FY TF OREAAS 1927 年 に は 218,018 mip, 1928 年 に は 
“219,427 ws し た が , 内 59 は セル クエ Selukwe y 6, 363% [LeU 1 ト 
24-2 Great Dyke OBR 6, 5 祈 は ビク トリ ア Vitoria 地方 の マン 
ャ ババ に 近い コッ ラド ワ 川 ドド Gottward iii] D> G HEME 3 tet 
セル クタ エ の 2 クロ | AUIS 7 > BREE D> 6 Bk UTE BRO RERCR 
Hl BLN SKB LHL, TAY 2) | ULES IE UE RL UT 
aPC UR EOE SC LDWDTCH 4. MAID S BMReET 
Pul b+ 2A 2 OWMAE AMR O Ja EARS A EGER SSE LT HR 
JE ARODERED 5 7 OAM IIOT 10°~ 45°C HR UT OD o BRED 2B IAQ) 
厚 さ は 4 すす に 過ぎ な い が , 2 R4ATH GAR SHC ECHATF SI EDA 
Do WALES PME LBD MIC セル ャ クエ 産 の も の より も 品位 が 高い 
デッド マッ | PHWO8 の は ジマ RES £ OB UBER HC UY AR 
Fetg UT HE LU, DIE A DRE S2UT H OD, 前 輝 の も の 程 大 き な も の で な い 。 
トラ ンス バ 1 ル トン ラス スバ]| ル の ク ァ m1 ARIK TY var cr PKK 
BPO? 174 ROTM ET FZ | AURA COME OM CHS - 
ya | ASSO SASL LOM, ライ デン テル グ ROW 
AF VLIW WY (BUS BOC SED LIF S ADNIE % 75 UL, WRAEO FF S[k 
1 十 か ら 14 RICRATHOSo 
ALE HEMEL 7 | 51 b MRO EL (pseudo-stratification) の 整合 的 
の 闘 係 を 示 し , 火成岩 塊 の 中 心 部 に 向 つ て F~30 の 角度 を 以 て 傾斜 し て ゐ 
る 。 MKOMKILS 1 デン プル タダ Lydenburg 地方 の も の で ゥ イン シタ | ペル 


i eee 2 a lb Oo Ay PB FH ac aA ASG 
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PUN SCH So MAF YI WF WI b BM SHURE Wie <7e 6, 特 
に ペッ ケン ハフ ト フォ ン テ ン の も の が 有名 で ある 。 

1928 AIL SbF LAN | VOM 31,327 順 で 其 偵 格 35,265 WEIR 
達し た が , 1929 年 に は 5 BMPS ARE CHOK 6 
南 阿 緒 利 加 産 の ク ョ 1 2 HMO RAYD & OD » CBO RE AS € 
ROE T Do 


on eta? OAR WS Eee 7 ie een ee eee 

yr eo) ク 7=nrFV Full BAD 
SiOn. | 5.0 2.8 Lee 3 1.54 4.48 
Al,O3 | 13.85 6.12 6.63 16.25 9.40 16.44 
GO 044/95 45.63 46.67 49.8 55.44 50.80 
Fes03s 0.5 n.d n.d n.d 1.78 1.63 
Feo | 26.2 31.10 30.01 15.65 16.39 13.40 
MnO n.d n.d n.d 0.4 0.10 0.50 
MgO 94 14.21 14.67 10.85 12.72 9.40 
CaO 0.15 n.d n.d = 1.50 0°60 
Na,O tr, n.d n.d 14.67 n.d n.d 
P205 n.d n.d n.d n.d n.d 0.04 
SO n.d n.d n.d n.d 0.17 tr. 
Hs20 | O05 0.45 0.97 1.66 
H2009 Loa jet 20 nce Bilt) ae Maen SaaS CTS 0.12 

合計 | 99.5 99.86 99.80 99.7 100.1 99.07 


MHI TIL AAPTNU KOZ. | ABMIEDILIL SPORE GAT 
ADs 
fal = 
BF MAN |v ODTHARBR ASR TC ise 6 EEC AO BERK 2% & OT, EO 
ALBEHA AF BB IK (S 7 | トペ ンス ベル グ Zoutpansberg 及び レード ルス ドル フ 
地方 で 2000 下方 唱 に 達する 。 之 を その 産 其 に 依っ つて (初生 確 床 及 び (①) 
WADE AKO MF I TKR So ED MIACS o 
(a) DERAR を な す も の は プル マサ イト ・ ペ グマ ャ タイト plumasite peg- 


+ wm 及 Mm 3303) 


matite LAPS S AMUN AELA PARSEp IC SEAREE ¢ (SALIBOMSR & LCHES & 
BMDP USHA NO eA PKL APE Se 2 

b DBE EO KM ANS REAL, これ と & 作用 UCR ERB IE & Ft O RG 
RL UTHEURAOR LES 51 FAP IWATE EONS 44 
iPHC MEN OWN OTS 1 ダラ イト 長石 及び 剛 玉 ょ よめ り 成る 岩石 に 
BME LTO SD, -& | UBER ered LAR US | 

(b) BHAWRR [L724 PRO Y UY aA POMC EOTHUR ES 
OC, MIE BATMIERA BOWE & 剛 玉 の 結晶 ORSHEL ひな り , 地 
ZAC BR IRIS HO THES る 。 1928 ED PMG FSO MIE O REAAS 2-019 why 
で , 12.696 BACHE LA PERIL ATR O BELT OR v0 

以上 の 外 貢 ロロ デシ アァ の サリ スバ リ | Salisbury 及び ウム タリ 1 Umtali tp 
方 に も 剛 玉 の 産出 が 知ら れれ て ゐる 。 

fi 化 鐵 硫 

ラン スバ パー ル の サビ ニ エ 及 び マリ グリ ム ・ レ スト 地方 の 金山 か ら 産 出し 
現在 で は 南 呈 北 利 加 唯一 の 硫黄 礎 と し て 主として 硫 漁 前 造 に 使用 され て のみ ゐ 
る 。1928 年 に は 4.138 wh, 6.087 WO we TCHS % met Lie 

ARRAS ] 

南 亜 事 利 加 に は 幸 に 豊富 な 炭田 が あめ 殊 に Bw | RK Karoo の 火 淡 統 
(中 部 7 ws Ecca Series) が 重要 で ある が 其他 ビュ ー ネ ホル ト 層 Beaufort 
Series, スト | ムペ ル グ 居 Stormberg Series (2 & RAP DUAE LTO Bo 

玉田 は トラ シン スバ]| ル , ナ タタ | ル , オ レン デ 自 由 國 及び 南 = デ シ 7 ァ 等 
に 分 属し じ て る ゐる 。 

トラ ンズ スバ | ル トラ ンス バー ル に は 5 つの 大 淡 田 が ある が 大 中 で 一 番 宣 
Beek O01 722 Highveld 即ち 南部 トラ ンス バー ル で て , HATE 
ウキ ツ ト バ ンク 内 田 か ら 多 量 に 産出 され る 。 こ の 疫 田 は タウ イット バ ンク 地 


34034) a A th KS 


Ay O MABE EU is SR HOD ALOT, 現在 で は 南 阿 の 石 談 の KP EK し て 
Dd, HIRO, 所 に よ つ て は 6 居 知 られ て ゐる が だ が , 下 か ら KBAOLKR 
層 が 最も 厚く , 厚 さ 23 REET So 然し 探 堀 に 堪 の る の は その 下部 4~15 
尺 に 過ぎ ぬ 。 そ の 石 淡 は 12~16% の 旅 分 を 含み 無 部 硬質 に し て FARE L 
し て 好適 て あめ 且つ 運搬 に も 至便 で て ある 。 ッ マイ ベルグ の 1922 年 の 推算 に 
KD & HUBBEES 7,956,000,000 mI T A bee 

ナタ 1 ル Natal (S38 ODKSCERABH Od Kip River 即ち メイ ン ・ ラ 
ィ イン ・ フ イィ ルド が 最も 重要 な も の で ある 。 此 淡 田 は エラン ツラ 1 ググ ドド か ら 
ニ = ニュ 1|1 ヵ ッ マス ルル まで 連 の 其 幅 は 40 唱 に 達する 。 上 訂 及 び 下 居 の 2 つの 重 
7s pelt DEEL BAIS 5 一 6 RGB T S PRR SSE IC 3-5 RAE LU, Ba 
CBOTHE LTOS MOAR HM — ORK & UTM ERTS Bo 

MP MEK Ke 4 OTH ATRH OL OE 割合 に 少く , HEOR RAI 
2,300,000 順 の 割 で 探 堀 され る と, 今後 40 BUCH UTH ODS され る 
と 推定 され て ゐる 。 ~) 124 FRAL BHR EOCHICF 2— WHO 5 
割 5 分 を 産出 し て ゐる 。 RMS 2.5~5.5 ROR D 4 I あめ の , 南 阿 一 
Dal PART v= HME CEBRIBYRTHS.~ 

AUYFBBR tv > F ABI ISEMIC BPH ZAKRAD 
あつ て 1~4 BORLA し て ゐる 。 其 最 も 厚い も の は 6~63 RE EE 
PAS LT BWR CHER SRTHS. 

南 ロ u デ シア RHGMANBMICRTE LMNs Hr 1 RDEDCTHAD, F 
迄 に 探 堀 され て ゐる の は ビク トリ アァ BBO HK 65 MBO 7 > + | RMA 
け で ある 。 其 北 西 は テッ ヵ 断 誠に ょ つて MSH, RM BWI CB wD 
た れ て ゐる が だが, 目下 稼 行 され て ゐる の は 北西 部 の も ので, ERE ISIS 
6~40 尺 に 達し 西方 に 至る 程 司 厚 が 増加 する 様 で ある 。 BRERACRR 
の 製造 に 適し 南部 白 耳 義 コ ュ ン ゴイ の 劉 精 灯 に 多量 に 使用 され る 。 


評論 kM "35(35) 


PRD AASB AR at (S GO 億 順 と 推定 され 1928 年 に は 120 PGMA be FEM L 
た 。 


淡 に 掲 る の は 上 記 各 英田 の 代表 的 の 石 淡 の 分 析 の 結果 で ある 。 


be HW & ke ¢u 名 m ay ne Be ay 固定 炭素 
| ウッ トペ ンク | ウッ トペ ンタ 0.90 27.0 58.3 
FVYFVN— | FR TW 0.9 21.8 69.9 
| SVIAKZE ネ ビ ヶ 1 ツ ョ ヨン ペリ カ 0.7 20.4 69.0 
ST ワン キ ] 0.7 OO 65.8 
Ine 188i 22 be tt IK 7 硫黄 we Be 
ウツ トペ ンク ウッ トバ ンク 13.8 1.24 13.0 
PVVFTVYVHNY FRIN 7.4 1.30 14.0~15.15 
リン イド ネ ビ ケ 1 ショ ッ ャ ベリ カ 9.9 0.43 14.5 
| I co} SE 13,9 
地 wi) un BL i Fe CRE) | lO PIE 
7H Ba RSL 13,403,907 3,697,611 5 ik 6.2 pe 
| トラ ンス ペー ル を 7,669,374 1,903,906 4 58 11.58 片 
FRU 4,641,365 1,493.679 6 ik 5.24 
4vy Fal 1,088,109 296,694 59 5.44 片 
VT 5,059 3,383. | 13859 2.12 Fr 
南 =m デ シア 1,206,864 511,819 SE SP 
it ap 14,610,771 4,209,430 5 a 9.15 Pe 
BB FrYANIL AO | brvarnrT WOOF | F* 1] TOUMRD 
bs HO Be HET B 1928 年 の 産 額 は 56 順一 1.670 WC to 


ABR SROAREM 
石油 頁岩 FEC GRAD bret 4 bb aray)] wos 
A—-Nw,EwsD, IIFNMAbOL ABOCYY | I ~ODaAaY PORE - 
F#RtA\NOIPvVE SL, AY F |] MHEOA n | RO wet 
LTO 4o 
BE UANS U CH OA UAE CIRS BLURS HOD KO CRITE 


36C36) a i TE hy Bh OR Be 


する に 過ぎ な い が , EUS RHO’ OT, 一 順に 就 て 100 We > の 右 油 % 
SER IDSEN8bHS, MH MBCA ERED, 未だ 稼 行 さる ゝ に 至ら 
な い 。 

KRE FAM GACH SSRIS FY ANS] V4 Fr SVT Hh 
POO VAR YF VICS RCS SRO CHSo MACS» | BORA 
粒 玄 武 岩 の 岩 床 が 地下 540 尺 の 所 に あつ て , 2d HM ei SF STBIET 
に 妖 集 する も の と 参 へ られ て の ゐる 。 

FRINMOFVNIVYIFRF ALA YF HCE IA ARM PES 
断層 に 治 " つ て DRAB ICID 噴出 し , ASR PBRKO 製造 に 利用 され て ゐる < 
1928 年 の 其 害 上 高 は 850 WATE Liz o 

wim kh Ez 

Bee 7 — TORRE Y va > VICKS Eo PKR OMB DH Do 
(Sei RO AEDES OPED HIE MEH 2 9 Ot 6 OT, RIE EO 
進ま VOPTISER EG CERT So TED BRA SME a OD Ke DBT ICHEA Yao It 
Re | FADS OGY Ave | SERGE 2 5 -~ UC ATE 
DDH CHAK % 75 UT OB. 

re G tie FI UR DOISERMIRA OX & 76 MA SHR BT AS 
VATPCHOT, SI RNY ASASMAO ANAL Se 941 KIS 
PME SNTOHS.6 

BE HIV -FraVSiLO7vt » vei Do, 4A 2,000 mRRE 
DIED IRE 2 ES 50 LOM LWROM AK > TINT BRL, 
zee Dian CLD THR TS &OT, 1928 年 に は , LAH 2662 wij, 30,127 wie 
ELK 


ーー 
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956, KR Domeykit (CuAs) と 人 
ZX Domeykit と に つき て 
Machatschki, F. 

Dyskrasit CAg3Sb) & Domeykit CCus 
As) £(ILARICK SHE EX FSBH 
LOG RBM bt, BRK LY 
Ci ae 0S BHA E BAEC 
ょ り て X 線 艇 に 詳細 に 研究 せり 。 

1. KARE Domeykit ATO CusAs 
と 舌 似 の 成分 を 有 す HED, MES 3 HE 
は ず 。 

2. 天然 産 及び 人 工 の Domeykit は 共に 
Dyskrasit (A HUE F EV 3) に 
BL CHR ~ birvke Swe Isomor- 
phic OAR AT To 

3. X 線 航 研 究 の 結果 人 工 の CusAs は 
六方 品 系 に 局 す 。 

4. 天然 産 Domeykit (a=19.205 or 
19.183A) ASLIAET & UE し て 等 方 
卓 系 と 老 へ ~ 得 べし 。 と の X 線 研究 と 反 
射 題 微 鏡 前 研究 と ょ り 、 天然 産 Domeykit 
中 に は 二 種 の 異 れる Kupfer-arsenide 存 
在 し , 之 等 は 共に Cu-As RHIC HST HR 
朋 か に され ざる 種類 に 属す 。 

5. 天然 産 Domeykit Bh tS 時 人 
工 の CasAs と 同じ 結晶 を 生 ず 。 

6. か く の 如 くく し て 生じ た る Domeykit 
AICFRW SKM Kupfer-arsenide, 


鉄 37087) 


Algodonit 及び Whitneyit {ijn & v ¥F 
Ba CSR aA PRE Ae HK. CCentb. 19~36, 
1930) Crh) 
957, Rhodonite-Bustamite 系 の 化 。 
BRA ERBEORER Hey, M. H. 
MA IL = FES © PEE AIC RSE 
© SHR EAT SICRKROML, MI 
は 1 酸化 物 を 100 と せる 時 の Mol% 2 
Bic 


Franklin | | ° Harstig 
Furnace Langban Mine 
a | 
MnO 46,55 60.74 81.15 
| CaO 82.98 35.57 18.59 
kh 重 | . 3.302 | 3.418 | 3.615 
m 1.664 1.695 1.720 
8 1.675 1.703 1.720 
if 1.679 1.710 1.733 
ERM ©) QO (+) 
v2 50 ~55°| 84° 75° 


他 研 究 者 の 資料 を 参照 する に 比重 及 属 折 
AB) ARASH し 直線 的 開 係 あり 。 重 
属 折 ゃ 赤 同 様 の 開 係 を 期待 せ ち られ, 2k 
賠 示 を る に yo は 恒 敷 に て 水 下 直線 と な 
Y,B-% (SAR tte nV 9 MRO 
XU y8 ERR OK VU, BEMMLO 
(RE VERDC S SIGH & SEM la 
せる に 前 掲 の 賞 測 値 を ょ よく 満足 せり 。 

32% (LIEGE & Rhodonite, Aye Busta- 
mite と な し, 後者 は CsO30Mol% 以上 
を 含む も の と せり 。 猫 黒 味 あ る は 重 属 折 
ICR T y-x, 8B-x の 爾 線 は CaO70% MH 
近 に 於 て 変 叉 し 光 軸 面 の 分 散 を 意味 す 。 
即 同 成分 た て 晶 軸 品 と な り , 更に CaO の 
増加 と 共に 光 軸 角 は 再び 他 の 面 内 に 開 
{¢ (Min. Mag., 22, 193~205, 1929) 
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CHAK) 
958, MRA-BBRA CRA と の 結 品 
{EASES © Machatschki, F. | 

P. Geijer OR RBRY S LARA 
の 2 の 分 析 は , 著者 が 同 題 目 の 第 一 報 に 
CHE DIC 3 BIO BAK ee 
し め た り 。 SAGE, RRA D 1A 成分 式 
HkoKkgkg0s BE 適用 そら れず , x 
KR LEERO X2Y3Z3 CO, OH, F)is な 
SMRARIK MS (MMTV S 

PRAIA BIG It, HENCE IK a 確か に 
Al £2 hte bt, Ca に 一 致し , 之 に 反 
し Mg, Fe は 多く の 他 の 例 に 於 ける 如く 
Al と TIsomorph に し て , 互 に 置換 し 筐 る 
な リ り 。 

TAT DPB RRA © RSA ARIS 38 TT GE 
we mo 

1 (CagCe usw.9} (AlgFe; ke Mgo) 
SigCOosCOH) aF 7). 
2 (CagCe usw. 9) (Alo Mg4)Sig 
(COCOH)2F2) 
の 如 し 。 

叉 葉 報 の 如く , 陽 オオ ン の he Hew 
fet D OW 及 OBA BUT EHE Vo 
(Zbl. f. Min, A. 4. 154~158, 1930)(_E FA) 
959, Ceylon 産 應 用 硫 物 Adams, F. 
D, 

The Geology of Ceylon と 稀 す る 論 
の 一 部 に し て , 同島 産 鐵 斑 石 軒 Thoria- 
nite, AiO BWI SES Vo TOS 
ち Thorianite は Th Ry U DEBE Pe 
TAF VAALRUZ ODM CBA 
せら れ , KARMA (C (2 3R7K fy BEAR 
Aquamarine 月 長石 , CHE, WEA, AR 


E HARE, スピ ネル , HE, ERA, Fr 
ュ ン を 含む 。 有 右 の うら うち, 月 長石 及 BESO 
一 部 は ペグ マタ イト 中 より 得 ら る るる, 
他 は 皆 河 流 の 砂 礎 中 に 産 す 。CCanad J. 
Res. 1, pp. 505~508, 1929) CyeB 23) 
960, Sitkiy Kernite 及び Krame- 
rite W. T. Schaller, 

Kernite は 192446, (Am. Min, Vol, 
12, p. 24) PEICHREKt bitte 3 Pitt th 
LS, COMMIT IC 於 て 始め て 公 
TE ENEV, ZCRMUIE, 組成 NagO 
2B203:-4H20, FAA. a; b : c==1.5230 
21: 1.6989, 8-=71°08’, o=1.454, B—=1.472 
y=1.488, y-z =0.034, 2V =80°, 2E==142° 
p>», 光 軸 面 は (010) に 直角 な り 。 

Kramerite (2ANBARC IC THEM C BH 
bd SPC UT, Ay NagO, 2CaO, 5Bo 
O3,10H20 BA RAKIBLC a:bic= 
1.1051: 12 0:5237,' B=72 16% c=). 515, 
B==1.525, y=1.548, y-x==0.029, 2V=73°, 
2E=126°, p>v, Iba C010) に 下行 
tr 0,ZAc=12,° CU. S. Geol. Sirv., Prof, 
158, p. 1389~163, 1929) 【〔 渡 邊 高 〕 
961, 題 徴 鏡 的 微 品 の X 線 的 研究 
Kratky, O, 

著者 は 特別 に 設計 し た る X 線 Kamera 
% (EA LC HADEN fel OH SABIE © HT 
RICRtA £2), cORMHA-—M LV 
な る 。 LMiMoe FR es EM ICES 
6 58D 30° OFGKEOP® & AF SPHEO 
Slit を 有する Kamera に 結 品 と Film ょ 
を 周 定 し 装置 全体 を 動 か し て Schicht- 
linien RELY CHET る た あり 。 
Tl, 面 反射 の 完全 な る BS SBOE 


Pap. 


p> , 


St yj & WHS e5, 上流 の Kamera 
に 特別 の 装置 を 設 し て , 同時 た に Film を 
TREO CRE 22D. XMS AS 
撮る た あり 。 と の 方 法 に て 得 た る 5 mm 
KOA BMAK OS THES RBAKE 
上 晶 に た つき て な せる も の に 甚だ 似 た る 値 を 
得 た る と と を 示 eV, (CZ. X. 73, 567~ 
571, 1930) (FE) 

962, MiKo + KR OFO 集合 形 
RE Mugge, O. 

Asam Sd FERRER V HA br 2) Lik 
DMEAK Be O BEARER & FE it HY] IC BEL 
た る も の に し て , HOS (0 He Be 
EV DUS BARE ICA ST 3 BOHEKDE 
is % O GaN (EAA © FA AYR RE RO Se 
ORE CBR 9 叉 燈 融 物体 PST Id, 
その 表面 の 冷却 せる 部 分 た に , そ の WK 直 
Fh SHEE & AES COS MEGHENK AE 
XEIt RIERRO BRE CL BEL: HL 
BB OM MCR LTRLAME 5S 繊維 
Ay 2 SHES WRG & Ik BEBE EA ( Ausblii- 
hungen) € k 3 T fad % Str, MAR 
CChrysotil) © ACHEAR HEE (2 ROR HITED 
KEDCHBRe L&E ORY 2fFF5S0 
CN. J Min, Geol,, Abt. A, 58, 303~348, 
1928) C#RASD 
963, MAORI BARR Oz i 
Bequerel, J. 

fis 0S DO absorption spectra は 
多く の narrow bands 及び diffuse lines 
を 含む , LEO kK WT Zeeman 
effect EAR %, Vapour PIC THIS S & 
BOLUATOMAERCH. HOAR 
48 HARE FB D ions に 依っ て 起 る に Stark 
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effect に 原因 する も の と せら る 。(Zs. f. 
Physik, 58, 205~216, 1929) 〔 渡 邊 新 〕 
964, SRG SOMMER X 
線 の 影 Jackson, W. 

¥E RARER O we Y RIC BS SB Char- 
acteristic curves は 紫外 線 及 X BH ICMR S 
SNITEMET BC OYSICHT XH 
MI SHE, その 整流 作用 を PRE 
せら る 。 (Phil. Mag. 7 866~873, 1929) 
EBS) 
965, MRA-BRBEBRA COREE 
SAUEAG Machatschki, F. | 

TE Pl © PREIK HEU MaeAT COrthite) の 
MBLEKRATK2AGOBBiA 2OKO 
a, I RRIC 3 Hid 3 1, 4 ia 4 a IK 
て Isomorphen Gruppes を 成す 如く 一 括 
So 

oe ly 
HK2RsRsOts % d LER CT ML, Z 
CX CRRA & BRA, HRA © BA 
係 を 表 は さん と すれ % hOMMGS ¢- 
の 場合 満足 せら ちら れず 。 BARARK VB 
め た る MHAO Wht に Ht ERA 
の GRA BS る Ate, 
X3Y3Z3(0, OH, F)is な る AK CHS 
CHM Sr.teV, Xe Ca Rze 
isomorph の 陽 イ オン CNa, fi) Tb, 
Mn &), マ は Al RZ e isomorph oF 
Axy (Mg, Fe, Ti), Z (2 Si(4{ oF} 
SHFo Al URS) ERAT. 

1248 sh BF © 7E[a) Ga CRaumbeans- 
pruchung) %#3-ai£ & ( RI LEAT Lo 

RAR MRA OD OH RF の 最初 の 
含有 量 は 不定 な り と 孝 へ らち られ, hese 
は 上 の 式 ょ り Re れ ば , 人 金属 イオ ン の 


4040) yb 
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BYAFA FP MEK LV ZC 反 す 
れ ば 小 と な る WL, (Zbl.f. Min. A. 3 
89~96, 1930) CERI} 

966, RRO FRY OBER ICRET 
Dittler, E. 

一 列 の & RRB rc kU, FEREMTIC HS 
VU TILER OD te 6H, 32 酸化 物 ゃ 赤 か 
tr) OFLBEE TiOs, 並 に TigOg ck Y 
CHAS SL SSHETHEDEV, 即ち チタ 
VERA IC Ct, Hea 10%, F BR Y KH 
PAAIK Tit) 20%, チタ ン MEIC Tit 
6~7% TiOg fic TigO3 K SET. {8 
LZ ASE D (CSE OTS YEA 
KRABI LSS ESP Fey Be 
Ai Hw T ik, BK, 2 ORE D — ER 
Tio 分 子 に て 置換 せら ちる 。 LOMA 
BED SAF ADRMEBL, Rinw, WA, チ 
RY ELIE OU & MHL SF 2 vy EER 
RET 5 

PEIC Kunitz 23—FIOKRAF 2 YB 
iC RE CREA を る WN  » SPREE RBIK HS 
TIP TiO, TigO3, TiOg の Inte 
ひ , RHBEAKT . WERE KM BS 
は , チタ ン 信 量 高き 燈 体 より HT oF 
タン 痢 石 は , 常に 無色 に し て , 多 色 性 無 け 

れ 共 , 他 の 光 過 性 CRPHRER Htth e 
分 線 の 分 蔽 等 ) は 含ま れ た る チタ ン の 形 
a 3B, Mle 4 (Ate Vs 
FRY LAE ( —ERS SHV 

FR YERAICH ROO } AONE ATHERE Io 
BATE PIC Ze Fo 

Rata FTE FREI BEC UL, WE Lc NaCl 
を 用 ひたる 時 , 約 0.08~0.13 FE K OMG 
ADH MOA E EE V lt C110) に 


FE, 1 IC BG AR | 


CH] Kav, Rarhe, 74 TORS, AT 
A210 BAL, チタン に て 赤褐色 に 月 ら 
bo BABB ORRICK (LTA © YE IC JE 
ANA DEA, 鐵 チ タン , Rae を 形成 
Fo MPI AIL 5 ¢ Spessartin を 除き 
て は , FEA & in SHREK UT 
SME— ORB A te SL 

MF 2 7 HUE A Io I] BORA © hn 
(Hp bY, MSR IC Hia LEB, 
Te NET, BURG, Heth ak e<v, 及び 
HRVAICIC LO CHEROU BS S TERUIHE 
HOM. BSNL, 文献 中 チタ ン HEA と 
し て 記 載 せら れ た る 者 と 同 - な らち ら ず 。 従 
DTHRY BUA D Hid, HB, ZREWE A 
TA IC HD tte BEEP OD PL KDHE 
に 限り 単 斜 系 な る DRS “BEA” の 
名 の 下 に Klino-humit chet LHS, 
CSitbr, Abt, 1, 188, 371~412, 1929) 
C_E HA) 

967, 加川 Kramer Joh MERE 
Hy W. T. Schaller. 

California }}] Mohave 砂漠 中 の Kra- 
mer HL IC IST 3 WAPEWEEK © 2 ts 
Yo ABUL KS Bayt + SBR IC eR 
LUWFRCEM tbnHeESROKLT, 
1926 年 更に 主として Kernite NagO, 2By 
Og, 420 CASH 960 22) & YH SABE 
Kic 82), AOPKAIE = 100. BA 
A>¢ & & BAIN, Kernite o Mic Krame- 
rite NagO, 2CaO. 5B203. 10H20, tincal- 
conite NasO0. 2B203. 51120, ulexite 
Na20.2CaO, 5B 203. 16H 20. colemanite 
2CaO. 3B203. 5H20, borax NagO, 
2B203.10H20 FE Bae HRA, we 


tb 
sas et a ea ae 
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SURO HEHE & RIO, OYE LER te 2 
ets (U.S Geol, Suru,, Prof, Pap. 
188, pp, 137~170, 1929) 【 渡 邊 高 〕 

958, RR OES [ke T ARH 9782257 


BABBRU AWS 


969, Ermelo TERS O REDE 
Krige, L, Ts 

DATE API LY LBS 2 x 
BY 0 Webb HI Bex 2 eM OME Hat 
Ale aE LEE 2 と は Woche Lc 
之 に 切断 せら れ , 更に 古 し 。 

St © BRAD IC o & == Be L 
CRS HH HIKE 8006 WEY URS 
AMA, 花 油 岩 の 表面 より BEEZ 


和 へり て 形成 を らち られ た る 者 な る 可 し 。 倫 | 


WOK LE ( HWE ~ 3 LI, 
基 風 人 触 起 原 を , HAMBA に まで 売 填 せ ら 
れ あ る は 水中 に K 輝 動 を る 事 を 想 は し む 。 
(Traus, Geol, Soc, S. Africa, 32, 61~63, 
1929) (_ ERA) 

970, "PAB Variskicum 地方 の 
BAODEB RD BOS EARME 
Troéger, E, 

ACM LO Fab Ae 7, O £a HE sh 
HEME LIE 2 OBER & bn 2 
DIC LT, 1928 REC RH eZ 416 
OBA & 用 ひ て 37 の 地方 前 分 化 列 
に 統括 , 更に と れ Ee a 宿 曲 前 の も の 
CO) 福 曲 主要 過 窒 中 の る の Cc) Fah oye 
造 風 C 往 曲 後 噴出 岩 に 整 本 せ り 。 Varis- 
kicum の 分 化 線 賠 は 下 均 し て 北米 Cor- 
dillera DZ pe FE ICR CRAWL 


Zab) 大 に し て BRM E Tmt 3 ae Fy 
な り 。 分 化 線 園 を 互 に 比較 する ため に 
ap に が ae ee 
に つれ SI oni e LK appa 
WCE, RAMA OED Icon jeRsg 
RBDOEH DZ, Al203 © ff FI Bh (SL Hes 
AY Si-Zahl ote & = weet mer ic 
Fie, HIG phase の 分 化 列 Cit 
ORE STARING £ DAE AICI & as 3 
に 従 ひ 酸 性 の 方 へ 524. Variskicum の 
人 鱗 成 岩 は 例外 な く 大 下 洋 式 分 化 列 た 局 し 
APE SSB OR L OAK 3 pyeuey 
ASTRAL E © tn EEC & KDE HE 
ALR OS ESRI ANF 3 seme 2 pp 
ざる べし 。 AWA Hi Ay yE Br 
gneiss は 常に 後 答 同じ 場所 に 噴出 そる 花 
Bia 2 IER te 3 ALAMO ME & ay Lege 
LARA oO Lokale Persistenz を 示せ り 。 
=? OWNS OT SRF 2 BRE — gy 
於 て 全 地 域 に 現 は れ し 噴出 央 と 同様 な る 
MACE A L, 由 有 版 の ニ っ の 主 な る Torsion 
IC TEFED, 即ち そら ( 此 春 に て aS 
湯 紀 中 代 の 福 曲 カ の 一 般 和 的 滅 少な Van 
riskicum の 岩 此 に 影 張る 2 同様 な る 方 
法 に て | Stretz RU Druck DAD gs FB 4a 
せる な らん 。(N, Y. Min, B. B. 60, A. 
I~110, 1929) { Yay Ey} 

971, Ermelo WAO ATER] 
Karroo mat Krige, \L, F. 
Karroo ALA RAR BEI, 営 に REA fk 
の 下方 へ と 順次 に 4a を 見 出し , Descen- 
ding order KHBeZ 者 と Aidt, Big 
REAR LY & OCH! ey, 
章 者 は Joly, Holme ost go gz a SR Git 


42C42) ) i> 


G& 


HUIS EY, FRB ORB IC PRS. BRO 
AN, FE > TASS BIEICG ¢ , HPAI, 及 
地殻 上 層 に 6h ¢ CBR G TI IC hig BE Ly Vit 
流 火 山 活 動 の 起 り た る th ME OMHIC 
件 ひ て JEP RIC 切 線 摩 力 を 生じ , SEBS 
wake eK LCRA OMI EFS OME 
UAL, 以下 之 を 線 り 返し , A AREEHE RE 
の 機巧 を 設 明 せり 。 (Trans. Geol. Soc, 5S. 
Africa, 32, 57~60, 1929)【〔 上 田 〕 
972, Polen に 於 ける Stucz-und 
Horyn 地方 の 岩石 研究 Tokarski, J. 
本 地域 の 岩石 を 結晶 質 岩 燃 と 叶 出 崖 に 
分 ち 最初 に 症 微 鏡 的 記載 を な し Rosiwal 
の 方 法 に 依り 硫 物量 を も 算出 そり, 次 に 
化 府 分 析 の 値 を Becke 及び Niggli [RZ 
に 投影 し 本 岩上 区 の 特性 を 棄 に 定 ま れ る 
他 の 型 % O LURE, as AAP 
O’smick, 2 Korzec » fifa aU Klesow 
の Aplit は Becke の Ao-Fo-Co 三角 形 に 
PTat Alaskit OFF ( KYB, MW Kles’ow 
の 四 種 の 岩石 も 特殊 の 位置 を と り 丁 度 大 
HK L Monzonit Ht の 中 間 を 占 む , 
ch らち の 四 種 は 叉 Ab-Or-An 三角 形 に 
WS Tk 正規 Monzonit 4 に 近似 し , Ca- 
Mg-Fe 三角 形 に て は Monzonit 岩 の 中 炭 
部 を 占 む , 是 等 の BR kV 著者 は Mon- 
zonitmikrogranit, Monzonitischer Granit, 
Quarzmonzonit, Hornbledemonzonit, な 
5 GH EME VU , Niggli DERBIK BTR 
本 地域 の 岩石 は 叉 特殊 の 群 を と り al, c, 
fm, werte は 皆 一 般 大 洋式 ょ より 下位 を と 
Y alk-werte は な 上位 を と れ り a 吐出 岩 は 
YRERU ST ORRAIK LT CH HEAR 
黒色 な る 小岩 片 を St, COPBAO 


KBRKPAMKSSELOKLTK #R 
常に 多量 な り , Washington, Osaun, O20 
kek 42 A Trachit, Valsinit, Phonolit, 
Keratophyr #HneE K 以外 の 他 の 成分 
は 著 し 《 異 な れ り , Becke の 三角 珍 に て 
は Alkalitrachite に し て アァ アメ リカ 式 に て 
は 1,5,1,1, に し て Toms Basim (Alaska) 
の Orthokasit に 相 営 す , され どこ と は 本 占 
に 比 す れ ば Na 多く Fe,Ca, 少し , et 
成分 な Sanidin に し て 著者 は Sanidinit- 
gestein Typus Berestowiec と 命名 せり 。 
度 知 の Sanidinit 2 *LBAyIC & MeAYIK 
も 臣 別 せら る ぇ ゝ た め な り 。 Polen OH 
IC PSC CURLS 岩石 に し て Beresto- 
wiec KPT IEMABERALNG & BE 
te SBAGRIC CH YS LIEMIC Be ST 
LIK LTC OMIM D/A BER O LKB 
し き 光 を 投 ず る も ゃ の な らん と 結 さ り 。 
CMin, Pet. Mitt. 40, 45~65, 1929) 

C 河 野 〕 

973, 包 牙 利 Moragy 附近 の 花 責 岩 
Paff, F., Reichert, R. 

Donau, Drau 両 河 の 合 海 跡 の 北西 に 営 
っ て 走れ る Mecsek yo rp fh FRE 
RICH 3 EAI E VR BME 
Athi a, WE 7 haa, PSE EE ei aR = % 
2b AAW Wb KEE © 2 EG 
te UV, (Zbl, f. Min. A. 4, 166~172, 
1930) CEH) 
974, Rhodonite-Bustanite 系 の 化 
Saxe 本 脱 957 SSF, 

975, SASHA HSRO XK 線 的 研究 AC HY 
961 参照 。 
976. =sk#2 Bentonite Allcn.V.T. 
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著者 は LA = AIC 属す Chinle for- 
mation の 下部 ょ り Camp Kick v cH 
Re bEnked#{ OWTRMEOBRS 
PRROLBDHETORY, MUTE 
OLA aS YRAIRAE & ETE L, 叉 
BRARUF 2 32 vy 40 ABE RU 
WK OARKT 3 WRAL SEL, 
ASFA 12S HWRULBRD & AL, IB 
JEZEL BL, 更に 水 を 吸収 し 膨大 する 事 
等 の 諸 性 質 に ょ り , bentonite に 属す べき 
SOV LEU, FHF coo Chinle feo 
堆積 堂 時 に 於 け る 火山 活動 を 老 完 せり 。 
最後 に 著者 は 推 積 物 の 種類 , 形 , 色 等 に ょ 
Y, HEIR SHERMER & を も 論 ぜ り 。 
(Am, J. Sci. 19, 283~288, 1930) C 根 本 
977, Chlorophaeite & Palagonite 
EOE) Peacock, M. A. 

HERE Chlorophaeite と palagonite な る 
THEBES ( OBRBB SAKE) CHARS 
られ , WAM: S Rata LS, 著者 は 各 
地 の 舌 似 岩石 を 比較 研究 し 次 の 如き 差異 
EBS, と れ ら 二 者 を 明か に 了 臣 別 せり 。 
chlorophaeite 及び palagonite は その 成因 
SLURRED BR ULB RD SE IC PSC 
L¢(#%2., 即ち chlorophaeite (LiKE 
ALLE AKAM OM BLT & BIS 
WL OMAR KV CHRMREENKSIO 
CLC, BCH eR AA AA Cie 
し , 従 つ て 極め て 基 性 な る も の な り 。 そ 
Ds LAST Sb OMAK 3R203s. 
5RO. 12Si09-+nH,0 IC si & LRA E 
有 す 。 WL R203 は 殆ど 人 多く FeoOs. 
RO (ZEK MgO に し て ,n 24~35 に 
Bt. ZEKRLMELET SO 


Al20s RU FeO を 多量 に 含み , 是 ア ル 
カリ る を も 少 量 に 存在 す 。 然るに palagonite 
は , 新 鮮 な る VIN AR a A Ee it 
稀 高 き 温 度 に 於 て 水 和 作用 Chydration) 
を 受け 生成 せら れ た る も の に し て , 従 っ 
CRIB AK MAKE RIK CHAM NES 
PRS RARE BP ICHRS 9 ii LCM 
CRAG BHK ICL, ピッ チ 欺 を な せる 
WAL DCMT So TOKERD 
LKBYRAD それ に MUL, これ に 

20--302 の H20 を 加 へ た る も の に 相 営 
to. hic FegO3+FeO+MgO は 前 者 の 
APL ICSE TH, ZICKL AlzOs は 前 者 
O-MUEIC Ro 証し て 従来 粗 料 玄武 
岩 中 に 現 出 し , palagonite と 稀 eb HR 
り し 物質 の 多く は chlorophaeite な 。 

(Geol, Mag., 67, 170 ~178, 1930) C 根 本 〕 ! 
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978, WeeRORE IK RET 
G. M. 

A ILEPRO sinter Xk VY WAIROM Hi 
ete Li MKS SRRMETO VO 
FERRIC TS Th BRR IS EL hh OTR © MRM 
BOM & FAMICPRT Sc Lt REA 
xEIC LC, HH ORRK Ci, SSBB 
BEET D RA OBR LH IMT STL LG 
た り 。 著者 は と の sinter を 作る た め に は 
鐵 斑 石 に 粉 細 せる 石炭 及び 水 を 加 へ て 之 
“% sintering machine に 入れ て 約 1600° 
の 温度 に 熟し , 基 後 之 を 冷却 し , PM & 
(ED CHEY SLOT, PC THES 
fiUa D sinter (L + IC RERLME, fayalite RU 
PEO PBK VY KS. FHACHLO 


Schwartz 
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ATH Ti & AFA GABE PF I< 100 ~6000 fF tc 
PA LC WE L, PGE OF ea LT 
結晶 成 生 の SIEM eM L, ZC & oF A 
tr SMW ERA 最後 に , MC LUTE FS 
磁 鐵 確 は ・ KERIC PI S magmatic origin 
の も の と その 成因 を 等 し くす る も の な る 
XLS, (Econ. Geol, 24, 592~600 
1929) CrP BF) 

979, KF Domeykite Cus As. 
EAL CusAs, AHH 956 参照 。 

979, FEMA O Mittin 
WA PRGE IEA TS 一 進歩 Slavin M. 
Head R. E. 

WLR RSE © BME LO LC, LIC FP 
O TREBLE BX S WGA OBIE B IPR 
《 く べから ざる も の な り 。 COHWOKRY 
題 微 鏡 の 利用 は 念 足 の 進歩 を RE LB, 
その 検 鏡 試 料 調製 た あたり て . 少 な か ら 
ざる AMER TS も の なり 。 従来 は 
Murdock RAC 述べ ちら れ た る も の 及び 
The intermountain Station of the U. 5. 
Bureau of Mines, Salt Lake City の 題 微 
鏡 研 究 室 に て 行 ひ し 方 法 等 の 如く 圭 帳 中 
CBRE HT AL, 2 eR LCR L 
2S, SPS PAS BAe CEE L UO 
MABEIC (SE SSMS V, HO Basie te 
BK wD DRY ies & WUE, & FAs Be IC DRA 
ORM AwAS L ¢ Ake WU S OBIS 
3°. BE ZE & IC LC BOREL AIR LC 
SATLE AC, HOR TLIC Sie A DO HTPC as i 
入 し て ANDREA & ET SR dS 3H HE 
4% 1925 年 Head Kit co FHIIC {ESS 
に Redmanol 2 f+ Z phenol resin を 
PREV, CO6’Ols LSC REC 


C, LS SUBIC CHEE DBR AIL 1A 
LOW BEM & (ES IC (a ie CHE Te BS 
Ove) Las, Redmanol は 市 場 に て を た 
や すく 得 ら れ ざ る の み な ら ず ;」 HEA 
MEIC LC, 装置 も 押 な く 長 時 間 を 要する 
が 故に 更に 完全 な る も ゃ の が BREN, 
United Verde Copper Co. at Clarkdale, 
Arizona O [ft i SeORIZE SS TS Clk, Wi 
CTH OPNK Bakelite を 用 ふる と と と を せ 
り 。 こ と の も の を 周 結 惣 と し て 使用 する た 
DO BB, BR Bakelite ょ AG 
LEE KIRA Lic 3b © & ME 
置 の モ を 1 ルド se シ リン ダ ] 中 に て 周 結 し , 
UGE LACIE LB, RIL tee 
AB EGSICHSV LAS 本編 に は 主 と 
し て こと の 加筆 謙 繕 装置 た 開 し , 賠 を 附 し 
CHEMIC MHS 3%, THO HR 方 法 に 
BAL Cd trod C fi RLIC FER BOBS, Te 
EC ODER, BUG O Me 
鏡 用 た に た ゃ 雇用 そら れ 得 べし と So CH 
AGELS zh, 46, 269~274, 1930) (PEF) 
980, Sudbury O= YF ILHRFRICHET 
Coleman A. P. Moore E.S, Walker T. L, 
Sudbury DA AB KaEMO norite ょ 
⑲ 酸性 の micropegmatite yc 選 移 を そる る も 
の に し て , Kt ( BRIO V. 
と の 岩 床 の 最 下 部 に 於 て BE, 信 = 
De BE YOR UO TESTED TEE L, と 
れ ら は 共に norite の KAM & UTH 
He る も ゃ の CULT, 附近 の 確 出 に 於 て は 
重要 な る 太 石 と し て 稼 行 さる 。 と れ ら の 
BEA & WANG & 岩石 は , 極め て 清新 に し 
TBIED RGR te S 事 を 物語 り , 如何 な 
OBA LRA THORA OEE 5 
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THs ICR SH XS MA oOMPK ia 
一 般 に H.O の 作用 を も 受け ず し て , 上 
昇 苗 溶液 の 影響 は 潮 に とれ に 件 へ る 他 の 
MORK Sb る ヽ ゝ の み にし て , CORE 
床 は 明か に Magmatic segregation に ょ り 
. て 生じ た る も の な り 。Pb, Zn 及び Cu の 
TRA & OR ACE KY DBUKEMIC H 
り で 後生 的 に 生 じ た る も の に し て , 直 接 
岩 具 ょ り 誘 衝 さ れ た り と 認 む も べき 何等 の 
nade & BE FQ (Univ. Toronto Studies, 
Geol, Series 28, 54, 1929) (rp RF) 
981, WRWTRBE2 Gillan S. L, 
REE — FJ AURIS CHA eS BIT. 
AE veh lis の HWA Gillan 氏 の 足尾 
BMI & MFR LAGRE © HEAT HEE BAT 0 
CMin. Metal. 11, 220~221, 1930) (Op EF) 


Aoi BE ke EB 


982, 石油 移動 の 原因 Jenkins, O. P. 

DY 7AM =FIND Moreno Wek 
Kreyenhangen #2 ic (+ & Bk Wb IRB AG 
L, RAIS ROMs SH L, 叉 は 
BeOS. LObV, SHOW 
Kreyerhangen 頁岩 に MEaH © 3 砂岩 脈 は 


FRX bitte SORE Ao | 


BML Le Sir VU, MU CLES 
脈 成因 に は 2 種 あ り て , LAR LV 
bE LROK UTHER & FM Od 
ょ りな り リ 2 LR OMA HPBic Fete S 
LOY, DVIAN=aT Kis HA 
の 砂岩 脈 が 存在 し , ZEWIC Hl © 
石油 の 移動 を 活け る も ゃ も の な り 。 (CB. Am. 
A, Petrl. Geol, 14, 411~422, 1930)C AAR 


$83, SREBKAAIAT 田崎 佐 市 , 


Hi ANS 

BURMA EL A SRIERTRt BRI 
WH Le SURG UK & UME Le ST 
iV, COBPE RY AS 1 ERMEA ET 
YE IC XK UC TAM SHE LIC RAE, 資料 
の 大 部 分 は 150~250°C FRc RNY HS Hh 
ARAN DIC LC, BMRA に て は BE 
PSIG AMES YS OF V, Ps 
の 方 法 に ょ り て , 各 族 炭化 水素 の 含量 を 
測定 せる 結果 に た ょ れ ば ォ オレ フィ イン 族 炭 化 
水素 0.5% て vol.) 芳香 族 炭化 水素 26,5 
Yo, +7 F YHRRACIKH 0, 877 イン 族 
炭化 水素 73.0% な り 。 (石油 時 報 615, 
274~276, 1930) CAA) 
984, 石 岩 と 石油 AHH 994 BHR. 

§85, Shearing pressure に 佐 る 湊 
青物 の 油 化 IHawley, J, E. 

種 々 な る 右 油 頁岩 に Siearing press を 
I~ CHW OAKS SP He & ine V 
FAT LAE la) BR te } BE & MF L 80,000 
Ibs/sq. inch の BRAK CR AIO AK 
Fi Hit OF ne GRD YY, COWH 
(LILEE A & Hh hn L 150,000 lbs/sq. inch の 
も ぁ も と に て 行 べ る も ゃ の に し て 基 結 時 だ に 依 
れ ば , 右 油 の 生成 は 認め 得 ざ る も , HH 
HCH te SRMEEMOE VU, COP Mas 
の 増加 は Indiana yh Ag & BRO S thoy 
wrcps ti, - と し て Wem ae ICA 
する も の に UT, Indiana HAORAe 
受け た る 後 の 大 な る HMO Hw hid, He 
に 物理 的 現象 の みた に あら ざる 可 し 。(B. 
Am, A, Petrl. Geol., 14, 451~482, 1930) 
CAA 
9386, Tri-Country ‘m#BOMSILKT 
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Wanenmacher, J. M.; Gealy, W. B. 

BUG OW MLE ICT oS AieZomt 
FIC PEALE, Ih PEI FEE BBS 
SHRM SNE 9 HH eB IC 
研究 し , ROAM ¢ Ham e te Ll, PORES 
RIC IST —-ERF TS LOLLY, 即ち 大 
TRIS HSC HM HEE AS —- EFT SLOLFSBL 
Bd, FAB LS a MN & BL SER 
LCGSTACLorV, ZHOREAA 
油 の 集中 の み に て 考 ふ 可 き も ゃ の に あら ざ 
SLM SM UC, WHO 分布 が 石 
油 集 中 を 左右 す 可 き %, Dry hole に て 妙 
層 の 存する 事 あり, 砂層 の 特性 が 石油 の 
He を 左右 す 可 き は 明 な り 。(B. Am, A. 
\ Petrl. Geol, 14, 423~432, 1930) CAA) 
«887, 石油 着色 物 に 調 す る fullers ear 
th の 作用 Haseman, J. D. 

著者 は fullers earth の 成因 , 石油 着色 
物 の 性 質 及 fullers earth 2 # faty & oy 
ICRA CRBEL, ROM CWB Yo 
即ち 良質 の fullers earth は 硫化 鐵 の 酸化 
に ょ り て 生ずる 硫酸 を 含有 する 地下 水 の 
存する 地方 に 多く , HG BH FLEE, WB 
性 及 大 さき さ に は 殆ど 闘 係 な きも の な り 。 証 
し て こと の 受 色 作用 は 主 ょ UCSAT SE 
KEROEACRASS% の に し て , 石 
TH oy © PUR は earth の electronic 
energy に よる も の な り 。 earth 中 に 吸着 
せる 石油 着色 物 は azo-humic 質 の も の に 
て , SREP ICM LM 6% OF Vo (J. Phy. 
Chem., 33, 1514~1527, 1929) CAR) 


== RH ED 
988, X#RIXLKSMFOLZE Parmelee, 


Cc. W. 

SHAW ARUMBFOHH,7F Ym 
線 或 は X 線 に ょ る 着色 現象 に 就き 詳 述 
+ 3, WF DBS © BEE TEC 
存する 金属 に 因 る も の に し て , BOR 
折 話 及び 金属 の 微細 度 に 開 係 す と 老 へ た 
Yo XML BIBL Ley SHEA RBRIC kV 
吸収 題 著 な る の みな ら ず , MAICKLV Zz 
EHRI~SMAREAT  BROMMK 
は 大 な る に 反し 軟 線 の 吸収 困難 な り 。 こ 
DELOMBEMT 2k OHH AME VY 
CHWHOMT &(EU, XR CWo Bey 
U, TOKV, 33.5 HERA) @ % ta Ew & Wee 
YU, BUR BME LE LTA & ARAB 
BE IC, FE HAF aC, 同じ く タ リ 
DAF RBI, ビスマス AFA 
黄色 に , マンガ ン 砂子 が 草 色 に な れる 等 


「 な り 。 著 者 の 見 解 に よれ ば X 線 に よ ょ る エエ 


SEW YE © FEL RET VY EBS. 
CJ. Soc. Glass, Tech., 13, 270~285, 1929) 
CHAI 
989, AAV YMABLOMAR 
Jurganow, W.W. Sussmanowitsih, M, W. 
fin >) vy IC RES TER LR & aS 
2% Y 5 880°C OF ROARK RT it KOH 
及び HE BS 3 (EIB Ie ew, 
著者 も 赤 Rinne OMf#Px Rema V VIC 
相 営 する ヵ オ リン 酸 無 水 化合 物 の 存在 を 
A~K V5 と の も の は 980°C KC CHIL 
SHEMETKHE D SiO2 と 難 溶性 匂 型 の Alg 
O03 に 分 る 。 然 る に 温度 と 共に 再び 結合 
を 初め 種々 の アル ミノ FEARS AEF, 
1050~1100°C に 於 て 生ずる HEAP RBA 
の 成分 は 5Al203,4SiO。 を 示し 、12009C 


抄 
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に 至ら ちば その 草 一 層 増 加 す 。 1520°C に 
WSC EBLE LIE 27:2 Ley, aes 
4:3 £% 3, 1400°CK CHa SREB 
te~(, MS biktkhas 2.83:2 ce UH 
炊 ム ライ オト 上 比 (3:2) に 接近 す と 逃さ べた 
y 。 CSprechsaal, 63, 308, 1930) (387K) 
990, ERORMHR ¢ oH Ree 
FARA 
738227, SUA SEA, RRASER, oA EE 
A FRE). RRAELA © 5 FICHE & HH 
BE ERIC S ERB IC PAT 3 BIG 
IRRU BABB OME, MIC FE ZERORE IK 
CEH SRO ALARMS FO, RO hn 
き 品位 決定 の 規準 を 定め た り 。 て 1) 組織 
iit UCR ASE A kit RAR 
IRE AS 6% ER CULT, WREAE 
Ro 一 盤 に 結合 割 と し て 燈 割 の 少 き 
も ゃ も の を 可 と す 。 波動 浴 光 を 時 する 理 右 原 
BES HME MME & Ud AE IC Ae AIA aS — I] 
の 焼成 に ょ り 終 了 せ ざる RBSV. QD 
EEA D & > BMWA IL WR AR te 
る を W LF, Ge ce 6 BBA Sb 
URINE OAD LHR BCE OBLBE 
ERET SFRLBE KY 9 % OBIE 
量 の 少な き な ど BERK KUT, ECR 
用 理 石 と し て は 値 の 小 な る を 良し と す 。 
( 製 鐵 所 研究 報告 , 3 ユー26, 1 の (吉木 〕 
991, 本 邦 陶 粘土 の 電気 兆 汰 MBER 
出石 土 , 花 坂 土 , 有 田 土 , 罰 津 土 , 天 章 石 , 
A SABRE 8 8 種 に つき 小 規模 試験 を 行 
へ ~ り 。 況 療 の 濃度 を 20~-30% と し, fils 
る 1/50~1/50N の NaO 了 H は 新しき もの を 
可 と す 。 4~5 AFAR REA Yo Eh 
物質 は 正 電 極 に た = ッ ケ ルル 板 を 布 に て 包 , み 


叉 資 電 枯 に 眞 鈴 網 を 用 ひ 有 効 面積 は 6cm 

x6cm, 極 間隔 3 cm と す 。 電 万 は 90, 70, 
50volt & L FEAF RV EK > MVE, Pat Mt 
着 を 測定 し て , ユ エッ ッ ト 時 営 の HER iy 
LFRBRERDSEK V . MMA BIS 
ERO LA LSE IC PLU, MSA ik 
RC BK Y > tee SMAORAAH 
MURS & PSD, 焼成 温度 を 下降 し , WIPES 
増 を り 。 叉 色調 を よく し EL 電 鋼 前 性 質 を 
向上 そし むる を BeV, ERARMR 
4, 63, 1~21, WH4) CHAD 
992, クリ スト バラ イト の 液 相 線 と その _ 
wAmbet Kracek, F.C. 

EME IC Bi 7 7 wm ) SEMPER ALEIK HS 
る クリ スト バラ イト の 精密 な る 液 相 曲線 
Moe LARD 2H HMR 
Vo HHT VAN 4 b OFA 
計算 する 基礎 を な すこ と と , 第 二 は Greig 
DESL SB LPR DO HUB AMEIL Tr HY 
RH © PEE © 38 HNIC < ORE & 
Rye SHRKIKVRFRORRSTNXDY 
PEPE ERHE IC PS CE IRAE OVA © 
fFEDSSHRV, CHOBMCK Lis 
Rb. Cs PR yt He to 系 は 全然 直線 
ABER eT ICKL Na, Li (Ayierc 
HS RHR & av Ll, Ba cH て 一 選 題 
閉 と な り , 途 に Greig OREO mM ¢ Sr 
ょ り Mg に 至る と 共に 1690°C Hk oR 
WAVEGE OMAK ESLS 0 OD CHM 
& AULAE DSA EHED FE Vo RIC LE 
gk RbgO-Si0g 及 Css0-S!O。 Bcc j~—pu 
SBZVYVARAT 4 b ORME OE BME EF 
を 利用 し , % OREM & BEF L 30.5cal/g 
@ 4 Y 4 CJ. Amer, Chem, Soc., 52, 


4848) > 


1436~1442, 1930) CAR) 


A i 


993, BRAT LBARE SHISHA 
解決 すべ き 問題 Fischer, F. 

AAS iN SCL We A pS 9 SS EV 
MRR LL Cine bk bd 8.O te 
Do 即ち 第 一 に 石炭 中 に 於 ける ieee 
(Bitumen) に 就 て 論じ 共 粘 結 性 に 及 す 影 
WS I~, 第 二 に 石炭 の 主 成 分 た る 府 西 
質 CHumus Substanz) ye HEC HAE Vg Ai 
LEME RWI ICA し て は Fuchs Ro 
na2c CBrennstoff-chen 10, 438. 本 議 3 
PEE 955 BA) 1H rie Os LIL VE 
水素 添加 の 如き 方 面 の 主 成分 利用 に 就 て 
詳 論 し , 最後 に 著者 等 の 現在 試 みっ LH 
BED AEST FE IC WLC GEL IC ke % 
所 あり 。 CBrennstoff-chem, 10, 444 ~447, 
1929) Cai si) 

994, AmeAIW Stadnikow, G. 

AB ain Sh IC HR OL PEAK & fH 
KBB SHE LIME UC ime bt 
た る も の に し て , Ambo Durit 及 Bog- 
head kohle 乃至 Koorongit 間 に 於 ける 
EB 2 ZEB EE kD i UFR 
CRU Bie & Ah & OW HE i UY 5 

AD Mimic HEI Algae 及 基 他 の 脂 
肪 に 富める 微生物 は 各種 の 物質 を 生じ , 
脂肪 は 時 た に は Boghead Kohle, ¥% Ae 1 
wate UHE% Bitumina を 生 ず 。 症 UC he 
lt BB (EA 2 RC Carbonsiure と な る 
も ゃ の な りり 。 之 等 Carbonsiiure の Carboxyl 
HEKA~SLOUBKO AMT Yo 

AH LO Hi fis We, 徴 生物 


KD 1h Ee O 共同 の 研究 間 題 た る 
事 を 喚起 せり 。 (Brennstoff-chem. 10, 
477~480, 1929) 鶴見 〕 
995, 胞子 に 富める 石 岩 Boddy, R. GH, 

Yorkshire の Winter seam な る 胞子 の 
See oe 
EANIRASEMGA Yo 木 選 は 一 般 に ニー 
ho 厚 さ を 有 す れ ども, Nostell HICH 
て は 2 フィ 1】 ト の 厚 を 示し 所 Nostell 
Spore Coal #4 % Ot VY, (Fuel 9,38, 
1980) (78 52) 
996, ze (Faser kohle) ORB 
([=RET Lieske, R. 

At SOUL AS OPE RES SB fre BEN BY 
4 it ASLAM CGasranmtheorie) p> る 
E, Hoffmann 氏 oFsst (Brennstoff-chem, 
10, 419 ASHE 3, Sk 954 SEAR ICH Uc 
We RAK S% Ol LT, Hoffmann 
ORF た る Gasraumtheorie mE; % WA 
に し Stach, Lange 両氏 の je ALBtIC HEC 
論ずる 所 あり 。 CBrennstoff,-chem. 10, 
422-424, 1929) 【 鈴 見 〕 
937, モス コウ 産 石 冊 の 低温 乾 館 試験 
Rapoport, I, B. 

MEA 2 7 EARS — Ric DCH 

<3 RPS SCE Abe 3 種 に 一 種類 の 
Bogheadkohle な り 。 装置 は F. Fischer J 
の Al —HcHae £1 ひ ,1 lilo Zea 
用 量 202. 1 UC, 毎 分 約 20~30zm DK 
I & ES S BSH & VRE T HAL 500°C 
に 到 り て 20~30 分 間 加 熱せ り 。 か くし 
CHEER SE | TRAP RB ie RICO MH 
HE, MURR BB & We b, 次 で 同種 の 
AGRE 150°~500°C 間 に 於 け る 異 れ る 


fb 
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3,4 温度 に て 試 みた り 。 基 結論 を 要約 す 
SICROM LO 

1. BCPA Abe kV fhe SP Bilt 
Ale awe UD, L 2 BS HEC BA 
量 大 な り 。 タ 1 を は 約 102 に し て BF 
等 た る も ゃ の くく 如 し 。 

2~3, Boghead kuhle ょ り {Re SB Bhi 
WL IRGC BMD ( Hd. 3 IC BRE 
LeBaseny, slrwayhcam» 
FAS SEES LO MAMA 7730W. Eo 
BREA し, 燈 用 其他 に 用 ふる を 得 。 
4. 30~40% OKE BUM in & et 
れ ば WARS MORK E A ずれ どる も , 該 
水 は 現 在 利 用 の 途 な Lo 

5. BREIL 250°C に て 分 解 を 始 む る 
BOSH, AAR PF OWE に て は 其 
BAC EA ICE ERT Hit ( FLO 
CHEE OD Hike を 乾燥 する に は 本 BI 
到 る 所 加熱 する を 得 べ し 。 (Brennstof- 
chem. 10, 457~461, 1929) C 和 鶴見 〕 
998, BREA の 研究 と 應 用 tire 
Tea EB ey 

TEAR TA EG D BRAN IC IL FED te B HET 
方 法 殆 ん と 存在 そ ず 。 著 者 は 雌 石 炭 研 究 
上 乃至 礎 用 上 の 重大 な る 虜 除 を 充 さ ん が 
劉 に 研究 を り 。 既 ち 福 炭 族 ( 亜 炭 を 含む ) 
は 適量 の WP WSEIC SEAL, 叉 石炭 族 
LPLORMRIC ES RRC LV yr ay 
に 可 深 性 と な れ ど る も , MERE ls fe] tric ょ 
る る 溶解 せ そ ざ る も の と の AME VY, 試料 
石炭 を 505 St oR SE 79 E 1% O7 
ョ a 酸 加里 を 含め る wie CAR 0.02 Ic 
HEL 10cc) 及 10 アル ヵ りう 水深 液 に て 
Eel し , MEARE OMG, 石炭 族 及 


MPIROWME BL SeERV, BK 
OGRA bd ke SAROMPEM EDD 
Beier PEAY 1 ん 出産 量 及 破局 元 性 等 と 
BE LCM eA te SHIRE HY 
Lo RRS, 477 ~496, 昭 A) CaS) 
$89, EMBEBROWZ Lieske, R. 

Bal CHS & CHE O MAY FE 
QA ESAIC Mt bn LE HED, Fie 
OF aah] 7) BIH Lb OBAZEIK HSC AE HY 
BOWE te CRAY DSLRODLER 
Fo ANE AKO KAR KAR 5 tah 
Lignintheorie (z @/E BA MIIEIC k VC 
Or ¢ HbzG & hd, SAIC ST Ik 繊維 素 
を 石炭 の 主 根源 な り と 考 ふ る も の な き に 
ENVY 9 MoO Hide: A TZEIC YC 
解決 され , 叉 解決 さる さき 主 な る 事項 を 
HR OHIEROM Lo © 

木材 の Huminsaure に ょ る 保存 法 

Ai ie 79 E tbe RO Vd XL. © FI PHIE 

AY D AYEAKTE © FA 例 へ ば COg 
~CO バク テリ ャ を 用 ひ ARIE OM 
化 炭 素 除 夫 法 の 如 し 。 CBrennstoff-chem., 
10, 437~488, 1929) Cee hi) 


SEnS 


1000. Flame Spectrum に よる K, 
Mel, Cu OHHH Lundegurdh, H. 
Flame Spectrum % ‘Sti CHY Y Hiha & 
請 む に は thermo-electric method を 用 5。 
10mg 宴 の 試料 を 用 られ ば 普通 分 析 の 正 
WERE ICS UG CArkivf. Kemi, mineralogt 
och ge logi, 10, 1~26, 1929) 渡邊 新 〕 


50C50) pb 


$k 


BRM TEAR MROM( 77 
Y A SiS OS RRL ES IK ARFRIC HS 
O SMBS e 代表 し て WSO, HK 
る 8 月 15 日 ょ り 23 日 まで Sweden OF 
都 Stockholm yc PST PARR 5b SX, BH 
[BRL GIN) Sab Hy Se Sas ey SS DU |] HH AN 
者 代表 の 一 人 と し て 列席 , FEI AE 
MORDRICH DS SHLRHVS 

役員 動静 AeA LAVAS 
Bid > SAIC WISE RSL Dy ARHE D FS 二 次 測 量 の 
$3, VE RABAS 同 火 山 噴出 物 温 
度 第 四 次 測定 及び 噴出 物 普 に 昇華 物 採集 
の た め ,5 月 下旬 共に 同 火山 に 出張 せり 。 

MiB AAR 去る 5 月 17 AMR 
fj Hed CHa lz, fe) 16 ABA T Yb 
eB LA HEIL £ UB EI KR 
の 如き 報告 あり 。 

本 年 2 月 13 日 午前 1 時 30 分 頃 松 輪島 
に 於 て 修 然 鳴動 あり , AMA th UKE 
KEY, 前 後 9 回 に 豆 つ て 鳴動 し , 同日 
午 后 2 時 40 分 に EV HSU, RK 
fi) Ey ZEN 監 声 員 西 村 宗 --, 谷井 義明 の HT 
人 全島 を 踏査 せる 結果 に 振れ ば , 島 の 北 
ROK BER Oa 8m YW EKSEL, 
部 の 海岸 は 約 30 m の 沖合 まで MYRICK & 
っ つて REL, 南西 方 に た 存 せ る RRBAS 
部 埋 流せ そり と 。 

因 に 同島 は 根室 港 を 中 る 海上 400 海里 
中 部 千島 の AKU EIC UT, WR 1597 m 
に 治し , 一 名 千島 富士 の 稀 あ り , 昭和 3 年 
2 月 14 日 に も WA RRS 3 HAWICK 


LT, (ER BFEM ROD 夫妻 の みな る た 
め , 平素 通信 の 便 を 欠き , 今 回 の 噴火 ゃ 突 
Be 37 A RGHSOA 4 日 得 撫 丸 の 
寄港 に よ ょ つて 始め て 知ら る ゝ に 至れ る も 
DEF > (PRBS) 

SRAWREABR PHMOM KR 
れ ば , 去 る 5 月 UAH SHE 12 DEA 
火山 は 百 雷 の 如き KPBLRCREL, 
RAM t 戸 障 子 外れ , 時 計 の 止 り 
た る も の あり , GHAR 長倉 方 面 に は 相 
営 降 灰 あ ちり, WED 茶屋 附近 た に は BROW 
Ava FOL, 午前 9 時 猫 ほ な HEA IC BERR LO 
ぇ あり 。 之 に 開 す る 各地 の 情報 を 線 合 す 
BK, ROMLS 

上 田方 面 。 岩村 田 , 野澤 , 白田 上田 筆 
に 音響 あり , WEA AAKK AS 
0, 同村 清 防 組 出動 中 。 

長野 方 面 。 長野 測候所 の WH に は 
32 ミ クロ ン の 微 圭 を 感 ぜ る る も, 人体 に は 
感 ぜ ず 。 

RBA. WEARS R-AK pH 
KOA th SL, BRENEN に 流れ , 青 
Ze, 利根 , 群馬 各 群 に 降灰 ちり 。 

栃木 方 面 。 HK PH HAC 激動 あ 
り , 遊覧 客 戸外 に 出 づ 。 

REDO. 熊谷 地方 に 震動 を 感じ , w 
地 測 候 記 に ょ よれ ば 震動 時 間 4 分 9 秒 , 震 
幅 22 ミク ョ ロン , 潤 々 た る 噴煙 を 望む 。 

RRAH. 'PRARRBO 地震 計 に は 
8 時 11 分 か すか に RH SRC, 最大 振幅 
0.025 3 0, HEHE 5S 分 。 

因 に 今回 の 噴火 は REED 月 18 Be 
始め て の も の と 稀 せ らち る CyB) 


第 四 a8 Be Bi th Wok 第 一 吉 
本 @ 役員 
fk i HOR it 
ERR PEN aH RI 
RSEE a0 4 CHEE Me we 
eS mike 
本 @ Bom (Fa) 
伊木 Mik AR III ATRL KY i 
i 量 下 金原 倍 泰 加藤 武夫 河村 幹雄 a 
te AH ATO AE AS kU 
中 村 新 太朗  SFIBRNR BR 武 保科 ENR 。 松木 唯一 
eS ee 。 中田 光 左 
aes RMS CE i) 
上 田 ARSE 河野 i SAIS. 図 騰 
高橋 純一 高根 勝利 MK OP RR RO 
aM Me AK 次 男 HR TP PERI OK 
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ee Bee (TS 
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ed: en: Se 
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